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漢
代
に
お
け
る
長
安
と
洛
陽

|

|

新

中

閣

の

考

古

撃

的

調

査

を

中

心

と

し

て

|

|

は

じ

に

め

長
安
、
洛
陽
の
名
は
、

わ
れ
わ
れ
に
な
っ
か
し
い
記
憶
を
よ
び
お

こ
さ
せ
る
。

そ
れ
は
漢
麿
帝
園
の
首
都
と
し
て
そ
の
文
化
に
憧
慌
を

hz
ほ
え
た
が
っ
て
の
日
本
の
な
と
り
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
こ
れ
ま

で
漢
麿
の
歴
史
や
美
術
を
あ
っ
か
う
も
の
で
、

こ

A
K
遊
び
、

ζ 

の

二
都
を
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
人
々
も
少
く
・
な
か
っ
た
。
し
か
し

不
幸
な
る
職
い
に
よ
っ
て
、

ζ

の
二
都
を
訪
ね
る
ζ

と
は
き
わ
め
て

困
難
に
な
り
、

ま
た
そ
の
調
査
も
長
く
未
開
拓
の
ま
ぶ
に
の
と
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
新
中
園
の
成
立
に
と
も
な
い
各
地
に
建
設
工
事

が
ナ
ふ
み
、

こ
の
商
都
に
も
そ
の
工
事
が
お
よ
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
っ

て
遺
跡
の
護
見
が
相
つ
ぎ
そ
の
報
告
書
の
で
る
た
び
に
、
私
ど
も
は

む
さ
ぼ
る
主
う
に
し
て
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

岡

崎-

敬

昭
和
三
十
二
年
四
月
、
中
園
科
挙
院
の
招
轄
に
よ
り
、

日
本
考
古

準
協
禽
は
毎
日
新
聞
社
の
援
助
を
う
け
て
新
中
園
に
考
古
皐
の
覗
察
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園
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
四
月
十
六
日
東
京
を
瑳
ち
、
翌
日

康
東
に
入
り
五
月

一
白
旗
東
よ
り
香
港
に
で
る
ま
で
約
一
月
中
十
、
北

京
を
は
じ
め
各
地
の
遺
跡
、
博
物
館
を
見
事
し
、

ま
た
各
地
の
皐
者

と
懇
談
し
得
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
西
安
、
洛
陽
も
き
わ
め
て
短

時
日
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
地
を
し
た
し
く
ふ
む
ζ

と
が
で

き
、
考
古
研
究
所
な
ど
の
調
査
の
現
況
を
も
み
る
と
と
が
で
き
た
。

そ
の
う
ち
の
漢
代
を
中
心
と
ナ
る
調
査
に
つ
い
て
の
み
、

ζ
-
A
K
報

告
し
、

そ
の
調
査
の
も
つ
歴
史
的
意
味
を
い
さ
L

か
ま
と
め
て
み
よ

う
と
・
9
も
う
。

本
稿
を
か
く
に
あ
た
っ
て
中
園
科
皐
院
、
考
古
研
究
所
を
は
じ
め



中
園
の
考
古
事
者
各
位
の
絶
大
な
る
好
意
に
ふ
か
い
感
謝
の
意
-
を
表

ナ
る
も
の
で
あ
る
。

漢
代
長
安
と
そ
の
遺
跡

西
安
に
お
け
否

考
古
学
的
調
査

西
安
は
映
西
省
の
古
都
で
あ
る
。
滑
水
の
南
に
一い

ま
も
城
壁
に
か
と
ま
れ
、
碁
盤
の
限
の
よ
う
な
街

な
み
が
つ
w

ふ
い
て
い
る
。
周
代
、
す
で
に
鏡
京
が
も
う
け
ら
れ
、
秦
の

都
成
陽
も
そ
の
掛
岸
に
あ
り
、
前
漢
お
よ
び
唐
代
に
は
そ
の
帝
都
と

し
て
洛
陽
と
な
ら
ぴ
稽
さ
れ
て
い
た
。
晩
唐
以
降
、
天
下
の
中
心
が

東
南
に
う
つ
る
に
必
よ
ぴ
、
地
方
の
一
都
市
と
し
て
今
日
に
お
よ
ん

だ
。
近
郊
に
の
と
さ
れ
た
遺
跡
と
街
の
直
わ
り
に
わ
ナ
か
に
古
え
を

し
の
ぶ
に
ナ
ぎ
・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

閥
野
貞
博
士
は
明
治
四
十
年
(
一
九

O
七
年
)
、
西
安
必
よ
び
そ
の

近
郊
を
あ
る
き
、
周
漢
唐
の
陵
墓
や
遺
跡
K
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま

た
足
立
喜
六
氏
は
明
治
三
十
九
年
二
九

O
六
年
)
よ
り
四
十
三
年
に

い
た
る
問
、
西
安
険
西
師
範
皐
堂
に
あ
っ
て
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
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漢
唐
の
遺
跡
を
た
デ
ね
、
明
治
四
十
年
た
ま
/
¥
西
安
に
遊
事
し
た

桑
原
隙
藤
博
有
の
指
導
を
得
て
『
長
安
史
蹟
の
研
究
』
(
昭
和
八
年
)

一
方
フ
ラ
ン
，ス
の
セ
ガ
ラ
ン
(
〈
・

ωomω-g)
調

を
公
け
に
し
た
。

一査
圏
も
一
九
一
四
年
西
安
に
あ
っ
て
寵
唐
の
遺
跡
の
調
査
を
ζ

ふ
る

み、

，そ
の
報
告
を
公
け
に
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
最
近
に
至
る
ま
で
長

安
の
遺
跡
に
つ
い
て
、

わ
や
ノ
か
に
こ
れ
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
渇
を
い

や
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

的
叫

中
園
宅
は
北
卒
研
究
院
考
古
紅
が
一
九
三
三
年
(
民
園
二
十
二
年
)

よ
り
西
安
附
近
の
一
般
調
査
を
は
じ
め
た
。
唐
の
輿
鹿
宮
、
大
明
宮

祉
を
護
掘
し
、
賓
難
問
肺
闘
難
台
マ
は
彩
陶
遺
跡
必
よ
ぴ
周
漢
の
墳
墓

を
裂
掘
し
た
。
蘇
乗
靖
教
授
が
、
そ
の
後
十
数
年
の
研
究
を
へ
て
刊

行
じ
た
闘
難
台
の
報
告
に
恥
い

τ、
わ
れ
わ
れ
は
は
じ
砂
て
険
西
省

-63，--

漢
基
の
内
容
を
み
る
と
と
が
で
き
た
。

新
中
閣
の
成
立
に
と
も
な
い
西
安
も
中
圏
西
北
の
要
衝
と
し
て
再

び
設
展
を
と
げ
つ
L

あ
る
。
人
口
も
一
九
五
七
年
に
は
百
二
十
高
を

か
ぞ
え
、
西
安
城
の
郊
外
に
ぞ
く
/
¥
と
多
く
の
施
設
が
も
う
け
ら

れ
て
い
る
。

ζ

れ
に
と
も
な
っ

τ新
石
器
時
代
よ
り
周
漢
唐
各
代
の

遺
跡
遺
物
が
無
数
に
ほ
り
訟
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
六
年
中
園
科
事
院
考
古
研
究
所
が
西
安
分
室
を
必
き
、
ま

た
西
北
大
事
が
考
古
皐
専
孜
課
程
を
設
け
た
の
は
全
く
時
機
に
過
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
西
安
分
室
は
西
安
市
城
の
南
郊
、
大
雁
塔
の
北

に
あ
る
。
分
室
と
は
い
え
煉
瓦
づ
く
り
、
一
ニ
階
だ
て
の
堂
々
た
る
建
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物
で
あ
る。

部
屋
は
新
石
器
、
段
周
、
漢
麿
な
と
数
室
に
わ
か
れ
、

主
任
夏
期
先
生
を
は
じ
め

一一一

O
名
の
所
員
を
擁
し
て

い
る
。

か
れ
ら
は

こ
ιA

を
嬢
黙
と
し
て
西
安
近
郊
の
調
査
に
あ
た
っ
て

い
る
が
、
東
郊
牟
坂
村
の
新
石
器
時
代
遺
跡
で
は
一
九
五
四
年
以
来

設
鋸
が
つ

r
け
ら
れ
て

b
p、
い
ま
現
地
K
整
理
陳
列
の
た
め
の
建

物
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
澄
西
の
周
代
車
馬
坑
の
遺
跡
や
後
に

の
ベ

る
漢
長
安
城
の
設
掘
な
と
も
西
安
分
室
か
ら
調
査
班
が
で
マ
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
石
輿
邦
氏
の
案
内
で
小
婆
畑
を
ぬ
い
な
が
ら
こ
れ
ら
の

遺
跡
を
b
と
や
J

れ
る
と
と
が
で
き
た
。

中
央
の
考
古
研
究
所
の
他
に
、
険
西
省
に
文
物
管
理
委
員
舎
が
あ

り
、
こ

A
K
も
工
作
員
が
い

τ、
各
地
に
遺
跡
が
ほ
り
恥
こ
さ
れ
た

場
合
、
直
ち
に
調
査
に
か
も
む
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
文
物

管
理
委
員
舎
に
は
快
西
省
博
物
館
(
館
長
武
伯
倫
氏
)
が
あ
り
、

ζ 

l. 

に
各
伐
の
遺
物
を
陳
列
す
る
。
博
物
館
は
か
つ
て
の
孔
子
廟、

ζ 

れ

が
後
に
碑
林
と
な
り
、

い
ま
ま
た
、

こ
れ
を
基
礎
と
し
て
博
物
館
に

設
展
さ
せ
た
も
の
で
歴
史
博
物
館
、
銅
器
館
、
彫
刻
館
、
碑
林
な
と

の
部
門
が
あ
る
。
漢
唐
考
古
皐
を
志
ナ
も
の

K
と
っ
て
ま
歩
は
じ
め

に
見
準
ナ
ぺ
き
と
と
ろ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ω開
野
貞
博
士
「
支
那
の
陵
墓
'一
(
『
支
那
の
建
築
と
褒
術
』
所
収
)
昭
和
十

三
年
刊
。

ω足
立
喜
六
氏
『
長
安
史
蹟
の
研
究
』
ニ
般
(
東
洋
女
庫
論
叢
第
二
十
之
一
)

昭
和
八
年
刊
。

ω桑
原
隙
犠
博
士
『
考
史
遊
記
』
長
安
の
枚
、
昭
和
十
七
年
刊
。

ωさ
え
日
常
聞
と

2
・
の
ロ

σ
2
含
〈

O
E
g
h
w
】
巾

S
F曲
三
日
間
口
巾

星回目
S
R
n
v
E悶
5
5
2
わ

V-2-HVR25E-
同
-

F
・〉吋門

]
E
H
M
A
r・
mw可
巾

伊

]
W
A
V
匂
C
』
ロ
巾

p
w印
出
血
ロ
・
同
V
目
H
-
Z
H
由

ω日・

帥
『
園
立
北
卒
研
究
院
五
週
年
工
作
報
告
』
民
園
二
十
三
年
刊
。

州開
線
乗
埼
教
授
「
関
難
台
海
東
区
墓
葬
」
(
園
立
北
卒
研
究
院
史
摩
研
究
所
侠

西
考
古
渡
掘
報
告
、
第
一

種
、
第
一
蹴
)
北
卒
、
一
九
四
八
年
刊
。
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漢
代
の
長
安
城
は
惰
唐
長
安
城
の
西
北
に
あ
り
、
唐

代
は
そ
の
禁
苑
K
な
っ
て
い
た
。
い
ま
の
西
安
は
惰

唐
長
安
城
の
北
迭
に
あ
る
か
ら
、
西
安
市
の
西
北
郊
K
あ
た
る
。
清

水
は
そ
の
北
で
東
北
流
し
て
必
り
、
現
在
ζ

の
あ
た
り
は
一
面
の
小

漢
代
長
安
城

の

遺

跡

安
畑
に
な
っ
て
、

そ
の
土
城
が
え
ん

f
tー
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
の
を

の
ぞ
む
と
と
が
で
き
る
。

と
の
土
城
の
.
フ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
精
密
な
測
量
圃
は
公
け

『
三
輔
黄
圃
』
巻
一
に
よ
る
と

昼
、
南
は
南
斗
形
を
な
し
、
北
は
北
斗
形
を
な
ナ
、
今
に
至
っ
て
人

に
さ
れ
て
い
な
い
。

「
周
園
六
十
五



楊漢
守京
敬城
『ヲ'

~ i 
舵ん
注弔

問斗
孟平
安 ι
な城
ナ圃
は

や
ι 是
長な
宏 2
惹と
』 レコ
につ
ほて
ほい
ある
ら
ま清
しの

の
恰
好
を
の
せ
て
い
る
b

お
そ
ら
く
嘗
時
の
概
略
の
形
に
『
三
輔
責

圃
』
な
ど
を
参
照
し
て
城
門
や
宮
般
の
名
前
を
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

れ
K
よ
る
と
東
に
宜
卒
門
、
清
明
門
、
輔
城
門
、
北
に
横
門
、
洛

域
門
、
利
城
門
、
南
に
覆
丞
門
、
安
門
、
西
安
門
、
西
の
薙
門
、
直

城
門
、
章
城
門
の
計
十
二
門
が
あ
る
。
足
立
喜
六
氏
は
こ
れ
に
も
と

歩
い
て
そ
の
東
遁
と
南
漫
を
賓
査
し
た
。
南
遁
の
一
部
は
『
考
古
遁

愚
『
文
物
参
考
資
料
』
な
と
に
断
片
的
に
み
え
・
る
が
、
前
記
『
水
鰹

注
圃
』
に
み
え
る
も
の
と
ほ
2

近
く
決
し
て
整
形
で
は
な
い
。
わ
れ

/
¥
の
一
行
の
う
ち
杉
村
、
水
野
、
杉
原
、
開
野
教
授
の
一
行
は
東

西
の
土
城
を
駒
井
教
授
、
樋
口
必
よ
ぴ
私
と
も
は
南
と
西
の
土
城
を

み
た
。と
れ
ら
を
綜
合
し
て
み
る
と
漢
長
安
城
は
惰
唐
長
安
城
の
ど
と
く

左
右
相
稿
の
整
っ
た
形
で
・
な
く
て
、
む
し
ろ
賓
の
臨
消
や
燕
の
下
都

の
よ
う
に
不
整
形
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
(
第
一
圃
)

城
内
の
施
家
荘
に
護
掘
本
部
が
あ
り
、
王
仲
殊
氏
が
そ
の
主
任
で

あ
る
。
工
作
員
二
十
名
ば
か
り
、

ζ

の
外
六
、
七
十
人
の
人
夫
が
、
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東
の
調
城
門
、
酉
の
直
城
門
、
南
の
西
安
門
な
ど
に
わ
か
れ
て
、
ま

歩
門
社

か
ら
護

掘
を
つ

2

け
て

い
た
。

西
安
門

や
禰
城

門
の
ま

わ
り
は

一
段
低

く
ほ
り

下
げ
ら

れ
て
い

るま
は
奏

畑
と
な

っ
て
い

る
が
武

帝
元
光 レ3

長安をめぐる遺跡要国

- 65ー

第1闘



わ
れ
わ
れ
の
み
た
南
迭
は
よ
く
の
こ
っ
て
恥
り
、

六
年
(
一
二
九
年
)
滑
水
の
水
を
ひ
い
た
漕
渠
で
あ
ろ
う
。
土
城
は

西
迭
も
と
こ
ろ
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ム
¥
け
-T
ら
れ
た
と
ζ

ろ
が
あ
る
が
比
較
的
よ
く
の
こ
っ
て
い
る
。

直
城
門
は
門
の
下
に
三
つ
の
道
が
あ
り
、
版
築
の
土
台
に
や
け
た

土
が
か
ち
こ

ん
で
い
る
。

版
築
は
上
か

ら
ま
る
い
棒

で
固
く
た
L

い
て
い
る
。

城
門
の
上
に

は
hu
そ
ら
く

漢長安城

楼
門
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ

第2園

う
が
、

王
葬

末
の
戦
火
で

失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か

し
唐
代
に
も
こ
の
道
が
ひ
ら
か
れ
て
ζ

与
に
一
つ
の
家
が
も
の
り
、
唐

代
の
轍
の
あ
と
を
の
こ
し
て
い
る
(
第
二
圃
)
。
西
安
門
も
城
門
の
あ

っ
た
版
築
の
基
壇
と
焼
土
の
か
ち
こ
ん
だ
道
が
護
擬
さ
れ
て
い
た
。

東
の
繭
城
門
は
わ
た
く
し
は
み
・
な
か
っ
た
が
、

ほ
r
同
様
で
、
礎
石

と
ひ
き
臼
が
で
L

い
た
と
い
う
。

一
九
五
六
年
、
第
二
闘
。
呂

ω卒
阿
武
夫
「
唐
代
の
長
安
と
洛
陽
」
地
困
、

大
防
、
長
安
城
園
。

ω蘇
乗
務
、
呉
汝
称
「
西
安
附
近
古
文
化
遺
存
的
類
型
和
分
怖
」
(
『
考
古
遇

訊
『
一
九
五
六

l
一一)。

制
劉
致
卒
「
西
安
西
北
郊
古
代
建
築
遣
社
勤
査
初
記
」
(
『
文
物
参
考
資
料
』

一
九
五
七
|
三
)
入
賞
。

川
判
官
都
宮
清
士
ロ
「
西
濃
の
首
都
長
安
」
(
『
漢
代
社
命
経
済
史
研
究
』
所
牧
)

昭
和
三
十
年
刊
。

-_ 66ー

漢
代
長
安
域

内

の

遺

祉

長
安
域
内
の
主
要
な
宮
殿
は
長
柴
宮
と
未
央
官
で
あ

り
、
長
繁
未
央
と
な
ら
び
稿
さ
れ
た
。
長
柴
宮
は
長

安
遷
都
の
際
と
れ
を
つ
く
り
、
来
央
宮
は
高
祖
七
年
(
前
二

O
O年
)

ζ

れ
を
営
造
し
た
。

い
ま
も
西
安
門
の
北
に
の
ぞ
む
と
と
が
で
き
る
。

北
が
た
か
く
、
南
に
な
る
に
つ
れ
て
低
い
。
か
つ
て
は
三
十
二
台
、

十
二
池
、
四
山
、
八
十
一
宮
敵
、
十
四
抜
門
を
か
ぞ
え
る
宮
股
群
が

あ
っ
た
。
来
央
官
聞
の
う
し
ろ
に
あ
る
荻
坑
か
ら
元
始
五
年
一
(
紀
元
五



年
)
出
向
方
作
長
柴
宮
青
銅
燭
台
、
香
櫨
が
五
録
銭
と
と
も
に
護
見
さ

向
U

れ
た
と
い
う
の
は
王
葬
の
末
年
、
府
庫
が
多
く
掠
奪
さ
れ
た
時
埋
波

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ζ

れ
は
い
ま
護
掘
本
部
に
hr
か
れ
て
い

る
が
、
本
部
に
は
城
の
内
外
各
地
よ
り
出
土
し
た
古
瓦
、
銭
誌
の
類

も
一
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
・
な
か
に
は
ナ
で
に
報
告
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
の
で
、
愈
掌
超
氏
、
陳
直
氏
ら
の
報
告
に
も
と
や
ノ
き
記
述

を
ナ
ふ
め
る
。

1 

石
渠
閣

天
乱
脈
、
石
渠
閣
の
遺
祉
は
未
央
宮
の
前
殿
正
北
に

字
星
間
隔
で
の
と
っ
て
い
る
。
石
渠
閣
か
ら
一
九
五
四
年
多
数
の
銭

活
が
出
土
し
た
。
こ
れ
は
ナ
ベ
て
陶
製
で
‘
五
録
、
大
泉
五
十
な
ど

の
種
類
が
あ
る
。
石
渠
閣
は
諸
儒
の
経
書
を
講
じ
、
秘
書
を
識
し
た

『
漢
書
』
宣
帝
紀
甘
露
三
年
に
も
諸
儒
K
五
経
の

同
異
を
講
ぜ
し
診
た
ζ

と
が
み
え
る
。
こ

L
K
王
葬
代
の
銭
古
の
で

る
こ
と
は
、
王
葬
代
に
は
天
職
閣
に
書
を
醸
し
、
こ
-
A

は
造
宿
所
と

な
っ
た
と
陳
直
氏
は
い
っ
て
い
る
。

と
と
ろ
で
あ
る
。

好
漢
廟
漢
城
の
西
側
土
城
よ
り
五
里
ば
か
り
東
V

い
る
た
る
。

廟
祉
は
小
丘
上
に
あ
り
、
そ
の
丘
は
版
築
で
き
づ
か
れ
、
そ
の
断
固

や
ま
わ
り
に
、
多
く
の
瓦
片
が
あ
り
、
中
に
は
山
形
文
字
瓦
嘗
、
陶

2 

285 

銭
高
が
あ
っ
た
。
山
形
文
字
瓦
嘗
は
燕
の
下
都
ゃ
、
最
近
河
北
省
石

家
荘
一市
圧
村
か
ら
で
た
も
の
と
ち
か
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
注
意
さ

れ
る
。
好
漢
廟
は
十
態
牛
前
、
一
大
坑
よ
り
鏡
誼
が
出
土
し
、
千
を

も
っ
て
か
ぞ
え
た
と
い
う
。
大
泉
五
十
が
も
っ
と
も
多
く
小
泉
直
一

こ
れ

K
フ
ぎ
、
別
に
批
泉
四
十
、
小
布
一
百
、
中
布
六
百
、
次
布
九

百
な
ど
が
あ
り
、

「
始
建
園
」
の
三
字
の
あ
る
鏡
詰
一
個
が
み
ら
れ

た
。
ま
た
五
鉢
一
泉
の
は
小
泉
活
直
一
と
大
小
お
な
じ
で
居
婿
年
聞

の
製
作
と
さ
れ
る
。
ぃ
、す
れ
も
王
葬
代
の
錯
落
で
あ
る
。

3

建
章
宮
好
漢
廟
と
漢
城
西
土
城
の
間
に
あ
る
。
「
漢
弁
天

下
」
寸
延
一
盟
国
ニ
圏
L

の
瓦
嘗
が
で
L

い
る
。
建
章
宮
は
武
帝
の
太

初
元
年
に
た
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
瓦
は
武
帝
か
ら
昭

-67-

帝
の
聞
の
も
の
と
ナ
る
可
能
性
が
あ
る
。

4 

相
家
巷

未
央
官
の
ま
北
、
七
・
五
中
園
塁
に
あ
る
。
村
の

北
の
地
形
や
お
隆
起
し
、
長
安
城
の
北
の
土
城
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
村
の
東
か
ら
銭
活
が
出
た
。
と
お
か
ら
、
石
質

上
横
文
五
録
面
詰
(
武
帝
)
一
、
陶
質
上
横
文
五
録
面
詰
(
宣
帝
)
二
、

陶
質
五
鋒
背
宿
二
、
陶
質
小
五
妹
背
活
二
(
銭
径
一
・
二
セ
シ
チ
)
、

瓦
嘗
な
と
が
出
た
。

ζ

お
も
か
つ
て
五
録
銭
の
銭
高
が
多
数
で
ふ
か
り
、
陳
直
氏
は
こ

こ
を
漢
代
鍾
官
暑
の
遺
祉
に
あ
T
A
い
る
。
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六
村
盤

相
家
巷
の
西
、
漢
城
の
西
北
角
上
に
あ
た
る
。
保
品

5 
内

K
た
か
く
版
築
の
土
台
が
あ
り
、
漢
代
の
建
物
が
あ
っ
た
と
h
z
も

わ
れ
る
。
村
の
南
の
婆
畑
の
な
か

K
多
く
の
瓦
備
が
う
や
ノ
た
か
く
つ

ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
裸
健
の
男
子
、
舞
踊
ナ
る
女
子
の
瓦
備
が

あ
り
、
後
者
は
漢
城
の
東
に
あ
る
白
家
口
の
西
漠
木
榔
墓
か
ら
出
た

舞
伺
と
完
全
に
一
致
す
る
。

L
Z

そ
ら
く
瓦
製
明
器
、
伺
を
つ
く
っ
た

坊
の
遺
祉
と
考
え
ら
れ
る
。

ω水
野
教
授
、
閥
野
助
教
授
班
の
質
見
に
よ
る
。

ω愈
件
趨
「
附
院
長
安
城
西
北
部
勘
査
記
」
(
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
六

l
五
)

ω隙
直
「
石
渠
問
主
奔
銭
的
背
面
街
」
(
『
考
古
遁
訊
』
一
九
五

五
|
二
)

ω『
文
物
参
考
資
料
』、

一
九
五
五
|
三
の
表
紙
。

漢
長
安
城
附
涯

の

建

築

祉

考
古
研
究
所
の
手
に
よ
る
漢
城
調
査
の
ほ
か
険
西

省
文
物
管
理
委
員
舎
に
よ
っ
て
漢
城
附
近
に
漢
代

の
建
築
遺
壮，、
が'"

調
査
さ
れ
た

漢
城
の
東
北
に
あ
た
る
。
遺
跡
は
清
水
と
踊
水

と
に
か
と
ま
れ
た
台
地
上
の
数
百
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
土
台
の
東
北

l 

閤
家
寺
村

に
あ
る
。
鍛
道
工
事
の
た
め
、

ζ

与
が
き
り
ひ
ら
か
れ
、
ニ
フ
の
部

室
の
あ
る
建
築
祉
が
あ
ら
わ
れ
た
。
東
の
部
室
に
く
ら
べ
て
、
西
の

部
室
は
や
ぶ
小
さ
く
室
内
五
メ
ー
ト
ル
一
や
方
に
み
た
な
い
。
室
内

K

土
台
が
あ
り
、

そ
の
ま
か
り
に
方
簿
を
し
く
。
土
台
の
よ
と
に
井
戸

の
口
が
あ
り
、

そ
の
下
に
陶
製
弁
閤
(
径
約
一
メ
ー

ト
ル
)
が
一
一一
層
に

か
か
れ
寸
い
る
。
ま
た
僚
が
あ
っ
て
、
け
む
り
だ
し
は
か
べ
の
中
を

通
っ
て
外

K
で
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
、

一
種
の
暖
房
装
置
で
あ
る

の
は
h
g
も
し
ろ
い
。

2 

昨
潅
ま
た
は
明
堂
社

漢
城
の
南
の
正
門
で
あ
る
安
門
の
南

に
一
大
土
台
が
あ
り
、

ζ
h
A
K
亜
字
形
の
建
築
祉
の
あ
る
と
と
が
わ

か
っ
た
。
瑳
掘
者
劉
致
卒
氏
は
と
れ
を
漢
代
畔
棄
ま
た
は
明
堂
の
社

と
し
て
い
る
。

3 

曹
家
壁

村
の
西
南
三
百
メ
ー
ト
ル
、

漢
城
の
南
二
キ
ロ
の
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と
ζ

ろ
に
あ
る
。
探
査
の
結
果
、
外
塙
は
正
方
形
、

一
浩
二
七

O
メ

ー
ト
ル
、
南
の
大
門
は
ま
南
に
面
し
、
長
さ
約
三

0
メ
ー
ト
ル
、
中

央
に
六
メ
ー
ト
ル
を
へ
だ
て
お
左
右
に
一

O
か
ら
二
二
メ
ー
ト
ル
を

は
か
る
版
築
の
土
壇
が
あ
り
、
闘
の
よ
う
な
左
右
相
稽
の
建
物
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
火
災
の
た
め
や
け
て
木
炭
が
の
と
つ

T
い
る
。
未
央

宮

K
劃
ナ
る
と
と
ろ
に
あ
り
、
漢
の
太
廟
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

4 

大
土
門
村

村
の
北
二
百
メ
ー
ト
ル
、
漢
城
の
南
約
二
キ
ロ

の
地
貼
に
あ
る
。
中
央
に
約
六
十
メ
ー
ト
ル
の
版
築
の
土
壇
が
あ
り
、

ζ

与
に
四
注
屋
棋
の
建
物
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
道
に
は
小
石
を
し
き
、

ま
わ
り
に
方
形
の
橋
が
あ
り
、

そ
の
外

K
水
渠
が
ま
る
く
め
ぐ
ら
さ



持
て
い
た
。

村
の
ー
一
西
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
に
長
方
形
の

版
築
の
士
一
壇
が
あ
r

る
。
四
時
期
の
遺
物
が
あ
り
、
第
三
層
が
漢
代
K

属
ナ
る
0
5

そ
の
層
一
に
二
個
の
も小
屋
が
あ
っ
た
。
東
の
も
の
は
四
面
に

土
か
ベ
が
あ
り
、
西
の
も
の
は
北
、側
の
東
端
に
門
を
ひ
ら
き
、
西
側

5 

草
灘
匝
閣
新
村

に
窓
が
あ
る
。
東
南
隅
に
陶
櫨
一
個
が
あ
り
、
陶
管
が
か
べ
を
め
ぐ

っ
て
暖
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
北
の
ま
と
に
陶
圏
が
あ

り
、
小
井
を
な
し
て
い

τ冷
蔵
装
置
と
護
掘
者
は
考
え

τい
る
。

ω劉
致
卒
「
西
安
西
北
郊
古
代
建
築
遺
社
勘
査
初
記
」
(
『
文
物
参
考
資
料
』

一
九
五
七

i
一ニ)。

王
世
仁
「
西
安
市
西
一
郊
土
地
的
漢
代
建
築
遣
社
」
(
問
、
一
九
五
七
|
三
)
。

部
英
祷
「
西
安
的
幾
慮
漢
代
建
築
遣
社
」
(
問
、
一
九
五
七

i
五)。

漢
長
安
城
を
め
ぐ
る

漢

一
代

の

墳

墓

前
漢
の
皇
帝
は
陵
墓
を
必
hs
む
ね
清
水
の

北
に
い
と
な
み
、

そ
の
壮
大
さ
を
誇
示
し
た

の
で
あ
る
が
、
数
世
紀
に
わ
た
る
漢
帝
閣
の
存
績
は
そ
の
土
人
層
の

生
活
内
容
を
向
上
せ
し
め
、
上
に
な
ら
っ
た
墳
墓
を
つ
く
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

前
漢
の
陵
墓
中
、
文
帝
漉
陵
{
由
鹿
原
)
、
宣
帝
杜
陵
(
杜
原
)
が
漢

泊7

城
東
南
の
丘
陵
に
あ
る
ほ
か
は
高
組
長
陵
、
葱
帝
安
陵
、
景
帝
陽
陵
、

武
帝
茂
陵
、
昭
帝
卒
陵
、
元
帝
清
陵
、
成
帝
延
陵
、
京
帝
義
陵
、
卒

帝
康
陵
訟
と
ナ
ベ
て
漢
域
針
岸
、
清
水
の
北
原
に
あ
る
l

u
ド
デ
れ
も

方
墳
で
、
秦
始
皇
帝
腫
山
陵
の
形
式
を
b
そ
っ
た
も
の
で
あ
否
と
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
蘭
州
か
ら
西
安
に
で
る
車
窓
か

ら
茂
陵
を
の
ぞ
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
清
水
の
北
原
上
に
た
与

歩
む
こ
れ
ら
の
墳
丘
は
わ
が
醸
紳
、
仁
徳
陵
の
如
く
、
帝
王
の
威
力

を
い
ま
に
つ
た
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
帝
王
陵
は
開
野
、
足
立
、
セ

ガ
ラ
ン
氏
の
調
査
が
あ
る
が
、
将
来
漢
代
墳
墓
の
一
基
準
と
し
て
さ

ら
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

西
安
郊
外
の
漢
墓
に
つ
い

τは
、
し
だ
い
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。

茄
士
安
、
何
漢
南
氏
に
よ
る
と
次
の
六
種
類
が
あ
る
と
い
う
。

-
大
方
坑
木
榔
墓
・
・
・

.......... ・
・
・
西
安
北
郊
自
家
口
村
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2 
土
洞
墓

，__...A..ー-.-.

墓 b a 
長竪
斜井
坂式
墓墓
道道

西賓西自西
安難安家安
、各四日東
成地郊村郊
陽、紅
長慶
安村

成北
陽郊

3 
尊

室

4
空
心
培
墓
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
白
家
口
村

5
陶

棺

基
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
西
安
東
郊
、
酉
郊

6
竪
穴
場
室
墓
・
・

大
方
坑
一
木
榔
墓
は
大
き
な
方
坑
K
木
構
の
墓
室
を
い
と
な
ん
だ
も
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の
で
、
長
沙
や
祭
浪
の
例
を
想
起
さ
せ
る
が
、
く
わ
し
い
報
告
の
な

い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
空
心
埼
墓
は
普
、通
の
埠
室
墓
よ
り
古
い
形
式

で
あ
ろ
う
。
土
洞
基
は
地
下
に
ほ
り
ζ

ん
だ
日
本
で
い
う
地
下
式
土

蝶
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
、
蘇平
素
晴
教
授
の
報
告
さ
れ
た
貨
難
闘
難

台
の
漢
墓
は
こ
れ
に
扇
ナ
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
四
年
西
安
市
の

東
郊
、
白
鹿
原
の
台
地
上
で
出
て
き
た
四
つ
の
漢
墓
の
う
ち
三
つ
は

地
下
な
ふ
ゅ
に
基
道
を
ほ
り
墓
室
を
い
と
な
み
、
室
の
入
口
は
埼
で

つ
く
っ
て
い
る
が
、
室
そ
の
も
の
は
ほ
り
ζ

み
の
ま

いふ
ら
し
い
。
副

葬
品
と
し
て
内
行
花
文
鏡
、
方
格
競
矩
鏡
、

五
録
銭
の
ほ
か
瓦
製
明

器
(
案
、
勺
、
音
、
井
、
倉
、

か
ま
と
、
猪
、
犬
)
な
と
が
で
h

い

る
。
設
掘
者
は
後
漢
の
中
後
期
に
あ
て
ふ
い
る
が
、
穏
骨
固
な
と
こ
，ろ

一
三
披
墓
も
同
様
に
地
下
K
ほ
り
こ
ん
で

い
る
が
、
墓

室
で
つ
く
り
、
天
井
は
ド
l
ム
を
な
し
て
い
た
。
長
宜
子
孫
行
花
文

で
あ
ろ
う
。

鏡
(
鉛
鏡
)
、
襲
鳳
鏡
、
双
獣
鏡
、

の
ほ
か
瓦
製
の
明
器
一
群
が
あ
り
、

後
漢
末
よ
り
三
園
時
代
に
下
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
五
年
西
安
市
東
郊
十
星
舗
の
長
柴
原
で
も
、
後
漢
墓
一
基

が
知
ら
れ
て
い
る
。

ζ

れ
は
前
室
と
主
室
よ
り
な
り
、
前
室
の
南
北

K
小
室
を
加
え
た
も
の
で
、
南
の
小
室
が
土
室
で
あ
る
ほ
か
は
埼
で

構
築
し
マ
い
る
1

主
室
に
人
骨
二
健
、
鏡
、
五
録
銭
、
北
の
小
室
に

人
骨
二
種
、
鏡
、
小
銅
万
、
五
録
銭
九

O
枚
、
南
の
小
室
で
は
人
骨

三
陸
、
鏡
一
、
小
銅
人
て
陶
洗
、
小
銅
刀
、
前
室
で
は
人
骨
一
艦
、

鏡

一
、
小
銅
刀
一
、

鍛
刀

一、

鍛
洗

一
、
抑
制
紬
陶
萱

一、

陶
倉

一
な

ど
が
出
土
し
た
。
鏡
は
四
歌
鏡
二
、
内
花
花
文
鏡
一
を
ふ
く
ん
で
hs

り、

四
獣
鏡
に
は
そ
れ
ム
¥

「出向方
明
鏡

長
宜
一閥
一王

富
貴
盆
昌

口
口
口
口
」

服
老
富
昌

其
帥
命
長
」

「
其
帥
命
長

口
口
口
王

の
銘
が
み
ら
れ
る
。

鏡
な
と
よ
り
考
え
、
後
漢
末
年
に
あ
て
ら
れ
る
。
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長
安
附
近
に
お
い
て
漢
代
の
墳
墓
こ
と

K
前
漢
の
も
の
が
い
ま
だ

明
瞭
で
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
険
西
省
博
物
館
の
漢
代
資
料
室
に

は
、
鍛
製
生
産
用
具
を
は
じ
め
漢
代
の
遺
物
が
陳
列
し
て
あ
る
が
、

多
く
は
古
基
出
土
品
で
あ
ろ
う
。

ω中
私
官
鍾
双
環
の
あ
る
青
銅
鍾
、
輿
卒
牒
出
土
、
「
容
十
升
重

品
川
八
斤
、
太
初
二
年
造
、
第
九
十
一
、
中
私
官
鍾
L

の
刻
銘
が

あ
る
。
太
初
二
年
は
紀
元
前
一

O
三
年
に
あ
た
る
。

ω重
漆
鏡

睦
は
青
銅
、
上
に
漆
を
ぬ
っ
た
も
の
。
西
安
市
西
北

郊
自
家
ロ
村
出
土
。

ω聾
金
方
格
規
矩
西
神
鏡

完
好
な
四
一
柳
鏡
の
文
様
上
に
鍍
金
を
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ほ
ど
こ
し
た
も
の
。
長
安
勝
王
村
出
土
。

ω綜
粕
瓦
製
明
器
(
か
ま
ど
)
成
陽
蘇
出
土
。

ω茄
土
安
、
何
漢
南
「
酉
安
地
匡
工
作
中
的
設
現
」
(
『
考
古
遁
訊
』
一
九
五

五

l
一一一)

ゆ
掌
偉
超
「
西
安
白
鹿
原
基
葬
皿
銀
掘
報
告
」
(
『
考
古
皐
報
』
一
九
五
六

l
一--)

ω錐
忠
如
「
西
安
十
皐
鋪
東
漢
基
消
理
簡
報
」
(
『
考
古
泡
訊
』
一
九
五
七

l

四)。

漢
の
高
租
が
楚
の
項
羽
を
ゃ
ぶ
り
、
天
下
を
一

長
安
を
め
ぐ
忍
考

古
畢
よ
の
諸
問
題
統
し
n

都
を
長
安
に
さ
だ
ゆ
た
の
で
あ
る
が
、

政
治
的
に
は
統
一
を
み
た
よ
う
に
み
え
て
も
、
決
し
て
内
容
は
そ
う

で
・
な
か
っ
た
。
-
『
漢
書
』
地
理
志
の
末
に
「
漢
興
っ
て
都
を
長
安
に

開
閉
の
も
ろ
f
k‘
の
田
氏
、
楚
の
昭
、
屈
、
景
氏
L
U

よ
び
も

た
て
、
ろ
も
ろ
も
ろ
の
功
臣
家
を
長
陵
(
高
租
の
陵
)
に
う
つ
し
た
。
そ
の

後
、
世
々
、
吏
二
千
石
、
高
責
富
人
‘
お
よ
び
豪
傑
、
乗
併
の
家
族
を

諸
陵
に
う
つ
し
た
。

ζ

れ
は
幹
を
つ
よ
う
し
、
枝
を
よ
わ
く
す
る
も

の
で
、

た
Z

山
固
に
奉
仕
ナ
る
ば
か
り
の
も
の
で
は
な
怜
。

ζ

の
故

に
五
方
か
ら
雑
錯
し
て
、
風
俗
は
純
で
・
な
く
な
っ
た
、
世
家
は
瑳
文
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を
好
み
、
富
人
は
商
貰
し
て
利
を
い
た
し
、
豪
傑
は
激
侠
し
て
姦
を

温
歩
る
に
い
た
っ
た
」
と
め
べ
て
い
る
。
宇
都
宮
清
士
ロ
数
酌
は
「
純

な
ら
歩
し
を
「
各
地
の
人
々
が
ζ

お
に
雑
居
ナ
る
と
と
に
な
り
、
風

俗
は
統
一
的
で
・
な
く
な
っ
た
」
と
解
棒
ナ
る
。
長
一安
の
成
立
に
あ
た

り
、
費
の
田
氏
や
楚
の
昭
、
屈
、
景
氏
な
ど
の
来
た
と
と
は
重
要
で

あ
る
。
か
れ
ら
ほ
必
そ
ら
く
、
費
や
楚
の
文
物
趣
味
を
も
ち
こ
ん
だ

に
一樹
遣
な
い
。
長
安
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
成
陽
、
秦
の
地
は
か
れ
ら
に

と
っ

τは
一
面
異
壌
と
み
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
か
れ
ら
は
従
来
の

停
統
を
も
ち
と
ん
で
あ
ら
た
に
漢
代
文
化
の
形
成
に
貢
献
し
た
と
と

で
あ
ろ
う
。
今
後
の
説
明
掘
に
あ
た
っ
て
、

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
墳
墓

の
構
造
、
青
銅
器
、
鏡
、
漆
器
な
ど
の
工
事
口
問
、
建
築
そ
の
他
に
つ

い
て
注
意
ナ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
好
漢
廟
か
ら
出
た
山
形
文
字
瓦
嘗
が

。
一

燕
の
下
都
か
ら
出
た
も
の
と
軌
-
苧
二
に
ナ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
施

n

ω

ω

一

家
荘
護
掘
本
部
の
立
樹
双
獣
傘
瓦
嘗
は
、
開
野
雄
助
教
授
の
調
査
さ
-

れ
た
賓
の
臨
甜
な
ど
の
も
の
と
訟
な
じ
で
必
そ
ら
く
費
の
田
氏
の
長

陵
来
住
と
は
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

長
安
都
城
hu
よ
び
そ
の
近
郊
の
調
査
は
ひ
き
つ
r
き
b
ζ

な
わ
れ

わ
が
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
行
っ
て
い

る
航
空
測
量
な
ら
び
に
地
圃
の
製
作
は
、

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

か
の
地
の
工
作
に
と
っ
て

参
考
に
な
ろ
う
し
、
ま
た
長
安
の
大
規
模
な
工
作
は
私
ど
も
に
と
っ

て
も
反
省
の
材
料
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ω宇
都
宮
清
士
口
「
西
漢
の
首
都
長
安
」
(
前
掲
書
)
一
六

O
頁。
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ω施
家
荘
瑞
銃
犯
本
部
媛
、
水
野
教
授
賞
見
。

ω関
野
雄
『
半
瓦
蛍
の
研
究
』
昭
和
二
十
七
年
刊
。

向
「
稿
用
都
臨
海
の
調
査
」
(
『
中
園
考
古
閉
学
研
究
』
所
枚
、
昭
和
三
十
一
年
刊
)
。

前
漢
長
安
城
の
建
設
を
『
史
記
』
高
租
本
紀
に
よ
っ
て
し
る
す
と
、

1 

七
年
二
月
、
長
楽
宮
成
る
。
丞
相
己
下
徒
り
て
、
長
安
を
治
む
。

2 

八
年
、
粛
丞
相
、
未
央
官
を
管
み
作
り
、
東
閥
、
北
闘
、
前

般
、
武
庫
、
太
倉
を
た
っ
。

『
呂
后
紀
』
恵
帝
の
僚
に
、

1 

三
年
、
長
安
城
を
き
づ
き
、
四
年

五
年
六
年

中
T

に
つ
き
、

城
な
る
。

『
前
漢
書
』
本
紀
で
は
、

1 

高
租
五
年
九
月
、
諸
侯
の
子
を
開
中
に
徒
し
て
長
楽
宮
を
治

む
2 

H

七
年
二
月
、
粛
何
、
未
央
官
を
治
ゆ
、
東
閥
、
北
閥
、
前

殿
、
武
庫
、
太
倉
を
立
つ
。

3 

恵
帝
元
年
正
月
、
長
安
を
き
づ
く
。

4 

三
年
春
、
長
安
六
百
皇
内
の
男
女
十
四
寓
六
千
人
を
設

し
て
長
安
を
き
づ
く
。
三
十
日
に
し
て
止
む
。

" 

5 

年
六
月
、
諸
侯
王
列
侯
徒
隷
二
寓
人
を
震
し
て
、
長

" 

安
を
き
づ
く
。

6 

五
年
正
月
、
ま
た
長
安
六
百
皇
内
、
男
女
十
四
高
五
千

fI 

7 
人
を
麗
し
て
長
安
を
き
づ
く
。
三
十
日
に
し
て
や
む
。

五
年
九
月
、
長
安
城
な
る
。

" 

8 

六
年
六
月
、
長
安
西
市
を
起
て
、
数
倉
を
修
む
。

" 

と
あ
り
、
長
柴
宮
、
未
央
官
に
つ
い
て
は
年
代
に
若
干
の
ち
が
い

が
あ
る
が
、
漢
城
に
つ
い
て
は
、

ほ
r
同
じ
く
、
『
前
漢
書
』
が
や
o
A

く
わ
し
く
し
る
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
し
た
が
え
ば
、
高
租
の
時
、
長
柴
宮
未
央
官
が
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で
き
た
が
、
土
城
は
・
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
悪
帝
の
代
の
五
年
間

の
歳
月
と
数
十
寓
の
労
力
は
主
と
し
て
土
城
や
建
築
土
台
の
築
成
に

費
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
現
在
新
中
闘
の
調
査

K
あ
た
り
、

漢
長
安
城
の
み
な
ら
や
ノ
、
洛
陽
に
hu
け
る
周
漢
の
土
城
、
鄭
州
K
L
J

け
る
股
代
の
土
城
に
hs
い
て
も
精
密
な
護
掘
と
測
量
が
行
わ
れ
て
い

る
。
い
ま
長
安
は
正
史
に
比
較
的
く
わ
し
い
記
事
が
あ
る
の
で
、

よ

い
参
考
に
な
る
。

長
安
城
の
護
掘
に
よ
り
瓦
培
、
銭
荘
、
青
銅
器
に
紀
年
銘
を
有
ナ

る
も
の
が
護
見
さ
れ
、
ま
た
紀
年
銘
を
有
し
な
い
も
の
で
も
出
土
の

場
所
か
ら
年
代
の
想
定
を
下
せ
る
も
の
が
あ
る
。
建
章
宮
か
ら
出
た



瓦
嘗
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
瓦
製
明
器
や
銭
落
・
な
と
の
出

土
地
船
舶
か
ら
と
れ
ら
の
製
作
所
が
考
え
ら
れ
る
の
も
興
味
あ
る
こ
と

で
あ
る
?
一

前
漢
長
安
城
の
終
駕
は
王
葬
の
最
後
と
と
も
に
訟
と
歩
れ
た
。
『
前

漢
書
』
王
葬
列
停
K

更
始
元
年
(
紀
元
三
三
年
)
、
衆
兵
、
葬
の
妻
子
父
湿
の
家
を
袈
掘

し
、
そ
の
棺
櫛
か
よ
ぴ
九
廟
、
明
堂
、
降
旗
郊
を
や
く
。
火
は
城
中

を
照
ら
ナ
O
i
-
-
・:・
(
ζ

の
年
王
奔
殺
さ
る
)

更
始
二
年
、
更
始
(
持
軍
)
は
じ
め

T
長
安
K
到
り
、
詔
を
下
し
て

大
赦
ナ
。
:
:
・
:
:
長
楽
宮
の
府
顕
完
く
具
わ
る
も
、

ひ
と
り
未
夫

宮
焼
く
。

そ
の
翌
年
夏
、
赤
眉
フ
い
に
長
安
の
宮
室
市
星
を
や
き
、
更
始
を

害
ナ
。
民
う
え
て
相
食
い
、
死
ナ
る
者
数
十
寓
、
長
安
(
慶
)
嘘
と

な
る
0

・
城
中
人
の
行
く
こ
と
な
く
、
宗
廟
、
園
陵
み
な
護
掘
せ
ら

れ
て
、
た
E

覇
陵
、
杜
陵
の
み
ま
っ
た
し
。

可
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
に
よ
る
と
赤
眉
が
長
安
に
入
っ

た
の
は
九
月
と
し
、
建
武
二
年
正
月
「
西
京
の
宮
室
を
や
き
、
園
陵

と
み
え
る
。
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を
護
掘
し
た
」
と
し
て
い
る
。

ζ

の
時
ナ
で
:に
後
一
漢
の
光
武
帝
は
都
ム

を
洛
陽
に
定
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

後
漢
の
建
武
十
九
年
そ
の
宮
室
が
修
覆
せ
ら
れ
て
、
商
都
と
し
て

の
役
割
り
を
は
た
し
た
が
、
前
漢
の
富
盛
を
と
り
も
ど
す
こ
と
は
で
一

き
な
か
フ
た
。
し
か
し
前
漢
帝
陵
の
陵
邑
の
人
々
が
、
後
漢
の
官
僚

祉
舎
に
さ
か
ん
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
『
後
漢
書
』
列
俸
比
み
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
傍
統
は
貌
一居
間
北
朝
を
へ
て
唐
代
に
も
歪

「
五
陵
の
年
少
金
粛
の
東
、
」
と
い
う
唐
詩
か
ら
明
ら
か
で

ζ

と
は

あ
る
。
五
胡
十
六
園
の
問
、
前
越
、
前
秦
、
後
膏
が
こ

L
K
都
し
、

北
識
の
分
裂
し
た
あ
と
西
説
、
北
周
と
も
と
L

に
よ
っ
て
い
る
。
険

西
省
博
物
館
K
、
大
夏
員
輿
六
年
(
四
二
四
年
)
の
一
大
石
馬
が
あ

る
。
と
れ
に
は
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大
夏
員
輿
大
」

年
歳
在
甲
子
」

夏
固
一
月
、
、
」

、
、
三
日
、
」

、
、
、
将
軍
」

、
造
悲
」

、
、
石
、
」

阿
樹

、
、
、
一
回
国
、
」

の
刻
が
・
あ
る
。
夏
の
赫
漣
勃
勃
は
昌
武
元
年
(
四
一
八
年
)
長
安
を
陥

れ
帝
と
稽
し
た
。

ζ
の
石
馬
を
み
る
と
塞
去
病
の
石
馬
を
想
起
せ
し

め
る
も
の
が
あ
り
、
模
伐
の
あ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
た
ん
に
様

式
を
訟
な
じ
う
す
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
な
い
。

各
代
洛
陽
と
漢
代
河
南
鯨
城
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洛
陽
は
周
王
城
の
地
、
後
漢
、
親
、
音
な
ら
び
に
北
韓
の
帝
都
で
あ

り
、
唐
代
に
も
あ
ら
た
に
洛
陽
城
が
経
営
さ
れ
た
。
漢
唐
を
通
じ
長

安
、
洛
陽
は
東
西
雨
都
と
な
ら
び
栴
せ
ら
れ
た
が
、
必
ナ
し
も
一
個

所
を
さ
ナ
も
の
で
は
な
い
。
い
ま
の
洛
陽
牒
城
は
唐
代
の
洛
陽
城
の

北
に
あ
た
る
。
わ
れ
わ
れ
は
五
月
二
十
五
日
洛
陽
騨
に
つ
い
た
。
陳

公
柔
(
考
古
研
究
所
)
、
蒋
若
是
(
河
南
省
文
物
管
理
委
員
曾
)
、

王
冠

英
(
洛
陽
市
文
化
局
長
)
諸
氏
の
東
道
で
、
主
と
し
て
洛
陽
西
郊
の
遺

跡
を
見
皐
ナ
る
こ
と
が
で
き
た
。
わ
れ
わ
れ
の
前
を
歩
い
た
原
因
先

生
の

一
行
は
淡
親
洛
陽
城
、
白
馬
寺
、
南
郊
伊
水
に
の
ぞ
む
龍
門
石

窟
に
も
か
も
む
か
れ
た
が
、
後
K
と
り
あ
っ
か
う
後
漢
1

北
韓
洛
陽

城
を
私
と
も
の
一
行
は
車
窓
か
ら
首
を
の
ば
し
て
観
察
す
る
に
と

r

ま
っ
た
の
は
、
遺
憾
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
た

r
幸
い
に
も
考
古
研

究
所
洛
陽
分
室
・な
ら
び
に
周
公
廟
の
洛
陽
博
物
館
審
備
庭
を
見
鼠
干
し
、

い
ろ
い
ろ
と
教
え
ら
れ
る
と
ζ

ろ
が
あ
っ
た
の
で
、

中
園
考
古
皐
者

の
調
査
の
報
告
を
参
照
し・
な
が
ら
、
主
と
し
て
漢
代
の
遺
蹟
を
紹
介

ナ
る
ζ

と
に
し
た
い
。

洛
陽
に
お
け
あ

考
古
畢
的
調
査

周
、
漢
、
唐
の
洛
陽
を
謝
象
と
ナ
る
考
古
事
的
調
査

は
、
西
安
の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
、
従
来
必
歩
し
も

多
く
な
か
っ
た
。
清
朝
末
年
休
洛
鍛
道
の
開
設
に
と
も
ゑ
い
漢
唐
の

明
器
瓦
何
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
出
土
欣
態
は
全
く
不
明
の
ま
誌
に

一
九

O
七
年
シ
ヤ
ヴ
ア
ン
ヌ
数
場
内

(
E
。E
E
2
2
E

伝
わ
っ
た
。

同
ロ
ロ
巾
印
)
は
龍
門
石
窟
を
た
歩
ね
、

の
ち
に
そ
の
報
告
を
公
け
に
し

そ
の
業
績
は
な
が
く
皐
界
K
影
響
を
あ
た
え
た
。
ζ

の

年
わ
が
塚
本
靖
、
関
野
、
桑
原
博
士

V
洛
陽
に
あ
そ
び
、
四
十
三
年

て
い
る
が
、

に
は
小
川
琢
治
、
演
田
青
陵
博
士
も
と
与
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
十

一
年
に
は
東
方
文
化
研
究
所
よ
り
水
野
清
一
、
長
贋
敏
肱
雨
教
授
が

龍
門
に
い
た
り
、
龍
門
石
窟
の
調
査
報
告
を
刊
行
し
た。

漢
親
洛
陽
城
の
東
北
角
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
洛
陽
金
村
か
ら
か
ぴ
た

一
九
二
三
年
ホ
ワ
イ
ト
眠
(
者
・
ゎ
・

-74ー

だ
し
い
青
銅
器
が
出
土
し
、

当
E
S
)
は
ζ

れ
を
賞
査
し
て
、

そ
の
報
告
を
公
け
に
し
た
。

そ
の

い
わ
ゆ
る
韓
君
墓
は
木
構
基
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

同
州

ら
か
に
さ
れ
た
。
出
土
の
遺
物
か
ら
み
で
戦
園
時
代
末
期
の
も
の
で

報
告
に
よ
っ
て
、

あ
る
こ
と
は
う
と
か
な
い
。

ζ

の
時
ホ
ワ
イ
ト
師
は
金
村
周
遊
の
土

城
の
賓
叫
を
か
こ
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
漢
貌
洛
陽
城
の
質
測
固
と
し

て
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
水
野
教
艶
に
よ
る
北
親
洛
陽
城
の
復

原
は
と
れ
を
も
と
に
し
て
生
れ
た
の
で
あ
る
。

新
中
闘
の
成
立
に
と
も
な
い
、
洛
陽
の
護
展
も
嘗
然
の
と
と
で
あ

っ
た
。
こ
と
に
東
西
郊
に
は
道
路
が
貫
通
し
、
あ
ら
た
に
土
木
建
築



が
か
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
考
古
研
究
所
も
戸
九
五
二
年
以
来
調
査

を
開
始
L
、
河
南
省
文
化
局
工
作
隊
な
ら
び
に
洛
陽
市
文
物
管
理
委

員
禽
考
古
工
作
除
が
、
各
年
着
賓
な
調
査
を
ナ
E
A

め
現
在
に
い
た
つ

て
い
る
。

t
札
-
A凡
1

4

現
在
洛
陽
に
は
考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
拍
が
あ
る
。

の
開
設
に
か
お
り
、
工
作
姑
と
い
っ
て
も
標
本
室
、
工
作
室
、
舎
議

室
、
倉
庫
が
あ
り
、
宿
舎
ま
で
と
A

の
っ
た
研
究
施
設
で
あ
り
、
洛

陽
近
郊
の
調
査
を
す
る
場
合
の
操
融
で
、
三
十
名
ば
か
り
の
工
作
員

が
い
る
。
ま
た
ち
か
く
の
周
公
廟
は
洛
陽
市
博
物
館
審
備
昆
に
な
っ

一
九
五
三
年

て
い
る
l

時
代
を
か
つ
て
歴
史
的
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
の
は
中
園
の

他
の
博
物
館
と
同
様
で
あ
る
。
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ω何
色
。

E
E
Q胆
4
8ロ
叩
回
日
宮
町
回
目
。
ロ

Rnvbo-o同
町
内
山
口
町
内

U
S
E
S
-
s

印
何
回
】
仲
良
民
同
町
O
ロ
色
申
・
同
M

E

ロ

n
y
m
同
w
H
M
同
H
a
目
白
同
也
O
申
・
、
同
，

m
H
H
ロ
・
司
同
門
戸
印
・

]
戸
市

W
H
印

・

回

日
一
川

ω桑
原
博
士
『
考
史
選
記
』
長
安
の
披
?

制
水
野
清
一
、
長
庚
敏
雄
『
穏
門
石
窟
の
研
究
』
(
東
方
文
化
研
究
所
報
告
)

昭
和
十
六
年
刊
。

ω声
。

・

45xm口
、
吋

o
g
g
o同
O
E
F
O
E
Eロ
m
g
g
m
F曲目

HU2・

紛
出
土
の
遺
物
を
と
く
明
に
あ
つ
め
た
圃
品
聞
に
梅
原
末
治
博
士
『
洛
陽
金
村

古
墓
衆
英
』
昭
和
十
九
年
刊
、
が
あ
る
。

仙
w

d
『
・
。
・

4
『
V
比
四
日
目
同
誌
向
日
・
同

y
H
ω
・

洛陽をめぐる遺跡要地圃

-7'5ー

第3岡
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何
水
野
消

刊。

「
洛
都
永
同
時
γ

寺
解
」
(
『
考
古
町
半
論
叢
』
第
十
碑
)
昭
和
十
四
年

周
漢
唐
の
洛

陽

の

位

置

さ
て
洛
陽
と
い
っ
て
も
周
公
の
洛
邑
に
は
じ
ま
り
、

各
代
そ
の
位
置
が
か
わ
っ
て
い
る
。
大
き
く
い
っ
て

周
、
漢
規
晋
北
説
、
惰
麿
の
三
時
期
が
あ
り
、
周
の
も
の
は
い
ま
の

洛
陽
の
西
郊
に
、
漢
規
正
目
北
規
の
洛
陽
は
い
ま
の
洛
陽
の
東
郊
に
、

惰
腐
の
洛
陽
は
い
ま
の
洛
陽
よ
り
南
に
の
び
、
洛
水
を
は
さ
ん
だ
大

規
模
な
も
の
で
、
現
在
の
洛
陽
豚
城
は
そ
の
域
内
北
側
の

と
く

一
部

分
を
し
め
る
に
ナ
ぎ
な
い
。

一
九
五
四
年
洛
陽
に
b
け
る
基
本
工
事
の
進
捗
に
と
も
な
い
、
新

市
街
の
扱
張
は
必
然
的
に
か
つ
て
の
王
城
K
く
い
ζ

む
た
め
、

そ
の

保
存
が
問
題
と
し
て
と
り
る
げ
ら
れ
た
。
文
化
部
は
考
古
研
究
所
と

協
力
し

τζ
の
仕
事
を
ナ
ム
め
、
郭
賓
鈎
氏
(
考
古
研
究
所
研
究
員
)

と
、
閤
文
儒
氏
(
北
京
大
挙
考
古
系
)
が
こ
の
任
に
あ
た
っ
た
の
で
あ

る
。
閤
教
授
は
漢
六
朝
・
な
ら
び
に
陪
唐
の
洛
陽
城
の
調
査
を
行
っ
た

が
、
郭
研
究
員
は
周
王
城
の
調
査
を
開
始
し
た
。
周
玉
城
は
所
俸
は

あ
る
も
の
の
、
地
上
に
ま
っ
た
く
痕
跡
を
と

r
め
夕
、
安
畑
と
な
っ

察、

3

現
地
に
か
け
る
地
形
の
観

現
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ら
び
に
護
掘
J

と
い
う
順
序
で
、

て
い
る
の
で
、

1

文
献
の
準
備
、

2

作
業
を
ナ
A

め
た
の
で
あ
る
。
震
掘
の
結
果
は
、
周
王
城
を
た
し
か

ゆ
得
歩
、
漢
の
河
南
麻
城
が
で
?
き
た
。

『史
記
』
周
本
紀
に
ひ
く

括
地
志
K
は
「
故
玉
城
一
名
河
南
城
」
と
み
え
、

こ
の
他
漢
の
河
南

城
が
周
の
王
城
で
あ
っ
た
と
の
っ
た
え
は
多
い
の
で

一
腔
こ

L
K
あ

て
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
近
時
金
谷
閣
の
護
掘
に
あ
た
り
、

ま

た
土
城
の
北
壁
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
る
る
。
わ
れ
わ
れ
は
幸
い
に
そ

の
設
掘
に
案
内
さ
れ
た
が
、
北
の
一
退
、

一
九
五

0
メ
ー
ト
ル

を
は

は
H
A

は
ひ
ろ
い
と
こ
ろ
で
は

一
一
メ
ー
ト
ル
、

普
通
七
メ
ー

ト
ル

か
ら
五
メ
ー
ト
ル
で
、

そ
の
北
は
溝
と
な
っ
て
い

る。

土
城
に

、
崎
、

か
り

-76-

漢
代
墳
墓
の
か
ふ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
ナ
く
な
く
も
そ
れ
以
前、

東
周
の
も
の
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
。
護
掘
は
ひ
き
つ

r
き
行
わ
れ
る

ょ
う
で
あ
る
か
ら
、
周
の
玉
城
の
全
貌
を
あ
ら
わ
ナ
日
も
と
h

ぽ
く
な

い
に
ち
が
い
な
い
。

ω郭
貨
鈎

「
洛
陽
古
城
勘
察
簡
報
」
(
『
考
古
逝
訊
』
一
九
五
五
|

一
)

漢
代
の
河
南

懸
披
の
調
査

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
周
玉
城
を
護
掘
ナ
る
議
定
か

ら
、
漢
代
河
南
鯨
城
が
あ
ら
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

『
尚
書
』
洛
話
、
『
逸
周
書
』
作
雄
解
園
語
』
、
『
周
語
な
ど
か
ら
周

玉
城
は
洛
水
の
北
、
澗
水
の
東
、
濯
水
の
西
に
あ
り
、
玉
城
の
西
南

角
に
は
穀
水
(
澗
水
)
と
洛
水
が
接
近
し
て
な
が
れ
て
い
る
ζ

と
が



わ
か
り
、
主
城
は
澗
水
の
東
に
ち
か
く
、
海
水
の
西
よ
り
は
は
な
れ

て
い
る
と
と
が
想
定
さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
四
月
ζ

の
あ
た
り
の
比

較
的
地
形
の
高
い
と
こ
ろ
を
え
ら
ぴ
、

八
日
よ
り
ボ
l
リ

γ
グ
な
ら

ぴ
に
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
澗
河
東
岸
の
中

東
西
一
四

央
部
に
正
方
形
に
ち
か
い
南
北
}
四

0
0
メ
ー
ト
ル
、

六

O
、
周
圏
約
五
七
二

0
メ
ー
ト
ル
の
土
域
社
の
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
土
城
の
基
部
は
地
面
不
に
う
も
れ
て
い
る
が
、

ゆ

z
h
s
-尉
む

ね
六
二
一
一
メ
ー
ト
ル
、
現
在
の
と
っ
て
い
る
高
さ
は
四

O
セ
ソ
チ
よ

り
、
高
い
も
の
は
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
版
築
の
あ
っ
さ
は
南
、
北
、

東
側
の
も
の
は
比
較
的
あ
っ
く
、
六
J
一
0
セ
ン
チ
、
西
側
は
五
セ

ン
チ
で
あ
る
。
出
土
の
陶
器
は
二
手
あ
っ
て
、
先
秦
の
も
の
は
肩
、

釜
、
筆
、
豆
が
あ
り
、
刻
銘
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
五
銑
銭
を
と
も

な
う
も
の
は
一
一
局
や
豆
が
少
く
な
り
、
「
河
市
」
と
い
う
印
文
の
あ
る
も

の
が
あ
り
、
漢
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
土
城
下
に
は
職
園
墓
が

あ
り
、
土
城
K
は
漢
代
の
埠
が
ま
じ
っ
マ
い
た
。
ま
た
土
城
の
上
に

は
漢
代
の
塞
棺
墓
が
あ
り
、

ζ

の
酷
か
ら
土
城
が
漢
代
の
も
の
で
あ
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る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
先
K
の
べ
た
『
史
記
』
周
本
紀
所
引

括
地
志
、
『
後
漢
書
』
郡
園
志
河
南
予
の
僚
、
『
俗
書
』
洛
詩
鄭
玄
註
、

同
孔
氏
俸
な
と
に
周
の
玉
城
は
漢
の
洞
南
蘇
城
に
あ
て

A
b
り
、
郭

賓
鈎
民
は
と
れ
を
も
っ
て
河
南
豚
誠
んに
比
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

護
掘
に
あ
た
り
、
宇
瓦
嘗
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
調
査
者
は
こ
れ

を
戦
闘
時
代
の
も
の
に
あ
て
L

い
る
が
、
そ
の
文
様
に
は
漢
代
瓦
ー
嘗

子
一
般
に
み
る
蕨
手
文
を
宇
載
に
し
た
も
の
が
る
り
、
そ
の
正
確
な
年

代
は
将
来
の
問
題
に
・
な
ろ
う
。

ω郭
費
鈎
「
洛
陽
古
城
勘
察
簡
報
」
(
前
掲
書
)

H

「
洛
陽
商
郊
愛
掘
筒
報
」
(
『
考
古
泡
訊
』
一
九
五
五
J
五
)

ω郭
賓
鈎
、
馬
得
志
、
張
雲
勝
、
周
永
珍
「
一
九
五
四
年
春
洛
陽
酉
郊
毅
掘

報
告
」
(
『
考
古
拳
報
』
一
九
五
六

1-
一)

漢
代
河
南
城

内

の

授

掘

一
九
五
四
年
春
の
調
査
に
も
と
づ
き
、

一
九
五
五
年

一77ー

四
月
よ
り
六
月
に
至
る
問
、
河
南
鯨
域
内
の
護
掘
が

行
か
れ
た
。
東
、
中
、
西
の
三
匡
卒
行
し
て
す
L

め
ら
れ
た
。

東
区
は
勝
城
中
心
線
よ
り
や
ふ
東
に
偏
し
た
と
こ
ろ
で
、
と
の
あ

た
り
の
地
勢
は
高
く
な
っ
て
怜
る
。
家
屋
壮
、
倉
庫
柱
、
茨
坑
、
砂

利
道
、
井
戸
、
水
道
な
ど
が
あ
る
。
南
側
の
家
屋
社
(
三

O
四
競
V

は

後
漢
の
も
の
で
地
下
に
う
も
れ
た
分
は
四
謹
K
簿
を
用
い
て
い
る
。

井
戸
は
基
層
に
簿
を
hs
き
、
六
角
形
を
な
し
、

口
径
五
二
セ
ン
チ
を

は
か
る
。
ふ
か
さ
五
・
二
メ
ー
ト
ル
、
場
、
陶
片
が
で
て
き
た
。

一
二
競
家
屋
枇
は
長
方
形
、
東
西
六
・
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
・
四
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五
メ
ー
ト
ル
、
後
漢
の
屠
下
に
あ
り
、
出
土
品
の
多
く
は
前
漢
の
も

の
で
あ
る
。
瓦
培
、
阿
片
の
ほ
か
、
餓
器
(
斧
、
鋸
、
小
万
)
、

銭
(
大
泉
五
十
、
貨
泉
)
が
出
土
し
た
。
三
一
四
競
家
屋
祉
は
南
北
二

刀
、
釘
)
や
銅
銭
(
学
雨
、

室
あ
り
、
土
器
、
紡
錘
車
、
織
器
(
想
、

五
妹
、
大
泉
五
十
、
貨
泉
、
布
泉
)
が
で
た
。
後
漢
の
遺
物
が
多
い

と
い
う
。
=
二
七
蹴
家
屋
祉
の
上
か
ら
瓦
棺
墓
が
出
た
。
長
さ

九
メ
ー
ト
ル
、
頭
部
の
下
に
簿
を
お
い
て
い
る
。
後
漢
の
末
年
洛
陽

一
帯
に
流
行
し
た
形
式
で
あ
る
。

倉
庫
の
形
式
は
前
漢
と
後
漢
の
も
の
で
は
や
ミ
ち
が
う
と
し
て
い

る
。
前
漢
の
も
の
(
三
四

O
九
蹴
)
は
地
面
に
園
坑
を
う
が
っ
た
も

の
で
、

直
径
二

・
七
五
メ
ー
ト
ル
、

内
部
か
ら
陶
片
、

織
斧
、

鎌
、
銅
銭
(
貨
泉
、
大
泉
五
十
、
貨
布
)
な
ど
が
出
土
し
た
。
後
漢
の

も
の
は
全
部
で
七
個
、

hrhu
む
ね
埼
や
ノ
み
の
固
因
で

F

あ
ふ
(
二
つ
の

例
外
は
三
二

O
競
が
埼
や
ノ
み
方
形
倉
、
三
四

O
b
競
は
土
を
ほ
り
こ

ん
だ
園
坑
)
。
径
三
メ
ー
ト
ル
前
後
、

陶
器
、

識
製
生
産
用
具
、
銅

銭
が
ナ
く
な
く
な
か
っ
た
。
興
味
の
あ
る
の
は
三

O
七
競
困
の
底
に

石
炭
の
も
え
が
ら
が
あ
っ
た
。
石
炭
の
も
え
が
ら
は
一
一
一
一
一
一
一
一
一
、
一
一
一
一
一
一

五
競
友
坑
伊
よ
ぴ
北
部
の
三
一

O
競
困
の
そ
こ
に
も
あ
っ
た
。
報
告

者
賞
展
岳
民
は
『
史
記
』
外
戚
世
家
k
eみ
え
る
「
貧
少
君
は
其
主
と

な
り
山
に
入
り
炭
を
作
る
」
を
ひ
い
て
石
炭
の
使
用
は
前
漢
に
あ
っ

銅

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。

中
匪
は
河
南
賑
城
の
中
心
地
匡
で
、

ζ

ふ
か
ら
家
屋
社
二
、
園
困

四
、
井
戸
二
、
茨
坑
十
一
、
水
道
三
、
道
路
五
僚
が
ほ
り
出
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
注
意
さ
れ
る
の
は
前
漢
の
茨
坑
第
一

O
八、

一O
九
慌
の

二
坑
で
あ
る
。
ζ

ミ
か
ら
陶
器
(
釜
、
甑
、
盈
、
碗
、
豆
)
、
半
瓦
蛍

が
出
土
し
た
が
、

ζ

れ
と
と
も
に
二
十
数
個
の
封
泥
が
出
土
し
、
な

か
に
「
河
南
太
守
印
」
、
「
史
守
印
信
」
、
「
酷
陽
丞
印
」
そ
の
他
、
「
一

丞
」
「

ι丞
」
「

F
印
」
な
ど
の
残
字
の
み
え
る
封
泥
片
が
あ
っ
た
。
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河
南
太
守
印
は
武
帝
よ
り
王
葬
ま
で
の
印
制
と
符
合
す
る
。

餓

西
匝
で
は
も
っ
ぱ
ら
土
城
の
探
査
に
む
け
ら
れ
た
。
と
ふ
で
し
ら

べ
ら
れ
た
三
土
城
の
う
ち
、

一
個
は
一
九
五
四
年
に
漢
河
南
牒
城
の

附
加
方
台
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

さ
ら
に
古
い
も
の
で
は
な

い
か
と
L
U

も
わ
れ
た
。

ζ

れ
は
基
底
の
幅
、
四

・一

メ
ー
ト
ル
、
残

高

0
・
五
J
一
・
九
メ
ー
ト
ル
、
残
長
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
、
西
周

時
代
の
土
城
の
可
能
性
も
あ
る
と

L
て
い
る
。

ωIR展
岳
「
一
九
五
五
年
春
洛
陽
漢
河
南
勝
城
東
直
後
掘
報
告
」
(
『
考
古
拳

報
』
一
九
五
六

l
四
)

ω寅
郭
鈎
「
洛
陽
西
郊
漢
代
居
住
遺
迩
L

(

『
考
古
遁
訊
』
一
九
五
六

l
一
)



四
一
漢
鵠
晋
北
識
の
洛
陽
城

漢
説
晋
北
貌
の
洛
陽
城
は
い
ま
の
洛
陽
市
の
東
郊
に
あ
る
。

五
四
年
閤
文
儒
教
授
の
一
行
は
こ
の
調
査
を
必
こ
な
い
、
そ
の
プ
ラ

γ
を
明
ら
か
に
し
た
(
第
4
圃)。

漢
親
の
洛
陽
は
周
の
成
周
城
と
前
漢
の
も
の
を
ひ
き
つ
ぎ
後
漢
光

武
帝
の
時
首
都
に
さ
だ
砂
、
親
菅
ζ

れ
を
-B
そ
い
、
北
親
孝
文
帝
の

時
、
ふ
た
た
び
帝
都
と
し
て
経
営
さ
れ
た
と
フ
た
え
て
い
る
c

し
た

第

4
園

漢
貌
洛
陽
寅
測
聞

(
『
考
古
皐
報
』
第
九
加
に
よ
る
)
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が
っ
て
現
在
民
の
ζ

る
も
の
は
ま
さ

K
各
代
の
累
積
し
て
、
北
魂
に

い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

九

い
ま
こ
の
あ
た
り
は
奏
畑
の
な
か
に
土
城
が
む
な

し
く
の
と
っ
て
ま
さ
に
槍
桑
の
費
と
い
う
ほ
か
は

漢
六
朝
洛
陽
城

の

調

査

な
い
。
闇
教
授
に
よ
る
と
土
城
は
南
北
に
長
い
長
方
形
で
、
東
は
約

三
八
六
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、

西
は
三
八
一
一
メ
ー
ト
ル
、
南
は
一
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル
(
復
原
)
、
北
は
二
二
七
二
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。

ζ

の
賓
測
値
は
『
菅
元
康
地
道
記
』
の
「
南
北
九
星
七
十
歩
、
東
西
六
塁

十
歩
」
と
く
ら
べ
る
と
、
東
は
一

O
九
、
三
メ
ー
ト
ル
、
西
は
二
ハ

"':"79 -

メ
ー
ト
ル
、
北
は
四
メ
ー
ト
ル
ナ
く
な
く
、
古
人
の
い
う
九
六
城
と

合
致
ナ
る
と
い
う
。

ζ

の
他
閤
教
授
は
次
の
離
を
指
摘
し
て
い
る
。

『水
経
注
』
、
『
洛
陽
伽
産
記
』
に
い
う
金
靖
城
は
洛
陽
城
の

西
北
に
突
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
い
ま
に
い
う
阿
斗
城
で
あ
る
。

北
規
の
洛
陽
宮
は
洛
陽
の
正
中
に
あ
り
、
西
陽
門
の
東
に
あ

1 2 
た
る
。
い
ま
午
門
台
と
い
う
南
北
に
た
か
く
な
っ
た
と
と
ろ
が
ζ

れ

で
、
午
門
台
は
宮
城
の
南
垣
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

3 

洛
河
の
南
の
「
岡
上
」
が
太
皐
の
遣
社
で
あ
ろ
う
。
と
L

か

ら
か
つ
て
育
成
寧
四
年
(
二
七
八
年
)
の
「
酔
薙
碑
」
が
出
土
し
た
。

北
岡
村
の
西
三
九

0
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
土
堆
は
霊
台
の
遣
社
で
あ
る
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い
ま
の
白
馬
寺
は
『
洛
陽
伽
藍
記
』
に
「
白
馬
寺
は
西
陽
門

外
三
里
の
外
、
御
道
の
南
に
あ
り
」
と
み
え
る
。
い
ま
西
側
土
城
よ

り

一
二
五

0
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
北
到
の
三
里
と
あ
う
。

洛
陽
城
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
杵
子
版
築
と
卒
版
築
の
二

つ
の
方
法
が
あ
る
。
版
築
の
あ
っ
さ
は
か
な
ら
や
ノ
し
も
一
致
し
な
い
。

5 
版
築
を
つ
く
る
際
は
め
た
木
板
(
直
径
二
一
J
一
五
セ
ン
チ
)
が
の
こ

っ
て
い
る
。
瓦
は
漢
代
旗
手
式
の
も
の
と
、
北
規
の
蓮
鱒
式
の
も
の

が
あ
る
。

金
村
の
北
、
東
北

一
帯
で
採
集
さ
れ
た
友
陶
片
や
石
斧
、

万
を
み
る
と
、

6 

こ
の
あ
た
り
に
殿
以
前
新
石
器
時
代
に
人
が
ナ
ん
で

い
た
。
殿
代
、
ま
た
股
ほ
ろ
び
マ
も
殿
人
が
ζ

与
に
居
住
し
、
『
後
漢

書
』
胞
永
繍
師
、

『洛
陽
伽
藍
記
』
に
記
ナ
る
と
と
ろ
の
「
上
商
里
」

K

股
の
頑
人
が
い
た
と
い
う
侍
読
は
ま
っ
た
く
根
擦
の
な
い
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
。

ω闘
女
俄
「
洛
陽
漢
貌
時
唐
域
社
勘
査
記
」
(
『
考
古
祭
報
』
第
九
働
)
一
九

五
五
年
刊
。

北
親
の
洛
陽
と

漢
親
密
の
洛
陽

さ
て
幸
い
に
漢
六
朝
の
洛
陽
城
の
プ
ラ
ン
と
そ
の

表
面
観
察
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は

従
来
の
漠
然
た
る
知
識
よ
り
大
い

K
前
進
し
た
の
で
あ
る
。
将
来
は

さ
ら
に
護
掘
調
査
が
す
ふ
む
で
あ
ろ
う
。

し
か
し、

こ
t
A

で
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

わ
れ
わ
れ
の
み
た
洛
陽
城
は
数
世
紀
間

住
ま
わ
れ
、
最
後
は
北
鶏
時
代
に
経
営
さ
れ
た
と
傍
え
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

『
親
書
』
高
祖
(
孝
文
帝
)
本
紀
に
よ
る
と
、
太
和
十
七
年
九
月
孝
文

帝
は
洛
陽
K
行
幸
し
た
。
こ
L

で
故
宮
基
祉
を
周
巡
し
、
洛
橋
を
み
、

太
間
学
を
た
や
ノ
ね
石
経
を
み
て
hu
り、

さ
ら
に
十
月
に
は
河
南
城
に
は

い
っ
て
い
る
。

ζ

の
月
洛
陽
に
遷
都
す
る
旨
を
つ
げ
、
翌
十
八
年
十

- 80ー

石

一
月
に
車
駕
は
正
式

K
洛
陽
に
う
つ
っ
た
の
で
あ
る
。

『洛
陽
伽
藍

記
』
(
以
下
伽
藍
記
と
略
ナ
)
序
例
に
は

大
和
十
七
年
後
貌
の
高
組
、
洛
陽
に
遷
都
し
、
司
空
公
穆
亮
に
詔

し
て
、
宮
室
を
営
造
せ
し
む
。
洛
陽
城
内
は
貌
耳
目
の
蓄
に
よ
る
。

と
あ
り
、
調
音
の
例
に
な
ら
っ
た
と
と
を
い
っ
て
い
る
。
た

r
門
・な

ど
の
名
栴
は
と
の
際
あ
ら
た
め
た
の
で
、
漢
競
奮
と
の
掛
照
を
附
し

て
い
る
。
し
か
し
洛
陽
城
が
大
規
模
に
経
替
さ
れ
た
の
は
、
次
の
宣

武
帝
の
景
明
二
年
(
紀
元
五

O
O年
)
の
ζ

と
で
、
『
親
書
』
世
宗
紀

に
は九

月
、
畿
内
の
夫
、

五
高
五
千
人
を
裂
し
、
京
師
三
百
二
十
三
坊



を
き
づ
く
。
四
句
に
し
て
や
む
。

『
魂
書
』
贋
陽
王
嘉
俸
に
も

京
の
図
面
に
必
い

τ、
坊
三
百
二
十
を
築

4
0
各
々
周
一
千
二
百

歩
。
三
正
を
麗
し
て
丁
を
復
し
、

ζ

の
役
に
あ
て
ん
と
と
を
乞
う
。

し
ば
ら
く
鯵
あ
り
と
い
え
と
も
、
姦
盗
永
く
や
む
。

と
み
え
、
保
坊
の
区
劃
に
全
力
が
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
に
訟
も
わ
れ
る
。

吋
伽
藍
記
』
は
幸
い
に
ζ

の
篠
坊
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
資
料
を
ふ

く
ん
で
必
り
、
域
内
の
篠
坊
に
つ
い
て
は
ホ
ワ
イ
ト
師
の
地
圃
を
も

と
に
し
て
水
野
清
一
教
授
が
復
原
を
く
わ
だ
マ
た
。
つ
2

い
て
北
説

の
洛
陽
城
は
漢
鶏
音
域
を
そ
の
ま
t
A

利
用
し
た
域
内
と
、
そ
の
外
郭

よ
り
な
る
ζ

と
を
は
っ
き
り
指
摘
し
た
の
は
森
鹿
三
教
授
の
功
績
で

ζ

t

A

に
そ
の
東
限
を
『
伽
藍
記
』
巻
二
城
東
に
み
る
。

あ
っ
て
、

山
照
義
里
の
東
に
七
里
橋
あ
り
。
石
を
も
っ
て
こ
れ
を
つ
く
る
。
中

朝
の
時
、
杜
預
荊
州
に
ゆ
く
に
出
頓
ナ
る
の
と
こ
ろ
な
り
。
七
里

橋
の
東
一
塁
。
郭
門
三
道
を
聞
く
。
時
人
競
し
て
三
門
と
な
ナ
。

離
別
多
く
三
門
外
に
相
、
途
り
て
云
う
。
京
師
の
土
女
、
去
る
を
必

く
り
、
か
え
る
を
迎
う
、
常
に
此
の
慮
に
在
り
と
い
う
。

ま
た
そ
の
西
方
は
『
伽
藍
記
』
巻
四
城
西
に
み
え
る
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闇
闇
門
を
い
で
、
域
外
七
里

K
U
τ
長
分
橋
あ
り
。
中
朝
の
時
、

穀
水
に
わ
か
に
城
下
に
念
注
し
て
、
多
く
民
家
を
壌
ナ
。
石
橋
を

た
て
、
も
っ
て
こ
れ
を
限
る
。
長
歩
れ
ば
分
流
し
洛
に
入
る
。
故

に
長
分
橋
と
い
う
。
或
る
人
云
う
。
菅
の
河
間
王
長
安
に
在
り
。

張
方
を
や
り
長
沙
王
を
征
ナ
。
軍
を
こ

-
A
K
管
ナ
。
張
方
橋
と
な

ナ
。
い
や
ノ
れ
が
是
な
る
か
を
知
ら
歩
。
今
民
間
語
り
靴
し
て
践
し

て
張
夫
人
橋
と
な
ナ
。
朝
土
の
迭
迎
多
く
こ
お
に
あ
り
。

ζ

の
東
西
各
七
皇
、
計
十
四
里
と
内
城
の
東
西
六
星
計
二
十
里
と
郡

山
と
洛
水
の
間
に
あ
る
寄
郎
塁
の
南
北
十
五
星
を
も
っ

τ『
伽
藍
記
』

の
最
後
に
み
え
る

-81ー

京
師
東
西
二
十
皇
、
南
北
十
五
里

に
る
て
た
の
は
明
快
な
る
論
断
で
あ
っ
た
。

い
ま
『
水
鰹
注
』
を
み
る
と
、

橋
、
洛
陽
宮
を
去
る
こ
と
六
七
塁
。
と
と
ど
と
く
大
石
を
用
う
。

下
固
に
し
て
も
っ
て
水
を
遁
じ
、
大
肪
の
よ
ぎ
る
を
受
く
べ
し
。

そ
の
上
に
題
し
て
太
康
三
年
(
紀
元
二
八
二
年
)
十
一
月
は
じ
め
一
て

日
に
七
寓
五
千
人
を
用
い
、
四
月
末
に
止
む
。

ζ

の
橋

就
功
し
、

破
落
を
経
て
、
ま
た
あ
ら
た
め
て
修
補
ナ
。
今
文
字
を
復
ナ
る
な

し
と
あ
り
、

こ
れ
ら
の
橋
は
ナ
で
に
耳
目
の
時
で
き
て
い
た
。
そ
う
ナ
る
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と
北
錦
の
域
外
の
篠
坊
は
、
菅
の
時
洛
陽
の
東
西
郭
の
は
し
に
石
橋

を
架
し
て
か
ぎ
フ
た
中
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

* 

* 

地ミ

呂
田
の
時
の
洛
陽
に
開
ナ
る
知
識
は
北
誕
の
時
は
ナ
で
に
か
な
り
お

ほ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
好
事
家
が
越
逸
と
い
う
隠
土

K

「
冨
閏
朝
の

時
の
洛
陽
の
人
々
は
今
日
と
う
な
っ
て
い
る
か
」
と
問
う
た
と
と
ろ
、

「
呂
田
の
時
の
民
は
今
日
の
こ
っ
て
い

る
も
の
が
少
い
」
と
と
た
え

T

い
る
。
西
陽
門
外
の
北
に
あ
る
光
賓
寺
K
三
暦
の
塔
が
あ
っ
た
。
越

逸
は
と
れ
を
石
塔
寺
だ
と
い
っ
た
。
逸
は
「
膏
朝
の
三
十
二
寺
ζ

と

ど
と
く
埋
滅
し
、

た
r
此
の
寺
の
み
の
こ
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
っ

て
庭
の
一
個
所
を
さ
し
、

「ζ
れ
が
浴
堂
だ
。
五
歩
さ
き
に
は
井
戸

が
あ
る
は
や
ノ
だ
L

と
い
う
の
で
、
衆
信
が
ほ
っ
た
と
ζ

ろ、

は
た
し

て
家
屋
と
井
戸
が
で
A

き
た
と
い
う
。
ま
た
崇
義
里
に
あ
る
三
層
の

塔
か
ら
は
「
太
康
六
年
歳
次
乙
巳
九
月
甲
成
朔
八
月
辛
巴
儀
同
三
司

要
陽
侯
王
溶
敬
造
」
の
銘
が
み
ら
れ
た
。

E

同
代
に
は
洛
陽
域
内
外
に
し
き
り
K
土
木
を
ほ
と
ζ

し
た
と
み
え

て

『
伽
藍
記
』
に
は
建
春
門
外
東
一
里
の
石
橋
、
規
昌
尼
寺
に
あ
る

石
橋
に
は
菅
の
太
康
元
年
(
紀
元
二
八

O
年
)
の
銘
が
あ
っ
た
と
み
え

る
。
『
水
経
注
』
で
は
と
れ
ら
の
数
橋
は
い
や
ノ
れ
も
「
梁
石
で
つ
く
り
、

高
荘
で
、
制
作
甚
だ
佳
し
」
と
い
っ
て
い
る
。
親
代
の
ま
与
で
は
狭

少
で
あ
フ
た
の
で
、

ほ
2

圏
内
の
統
一
の
で
き
た
太
康
元
年
よ
り
三

年
に
い
た
る
間
さ
ら
に
外
を
郭
し
、

石
橋
な
ど
の
土
木
を
訟
と
な
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
青
書
帝
紀
に
は
か
ふ
る
記
事
は
み
え
な
い
の
で

『伽
藍
記
』

『水
経
注
』
に
の
み
の
ζ

る
資
料
で
あ
る
。
耳
目
書
帝
紀
に

よ
る
と
太
安
二
年
(
紀
元
三

O
三
年
)
九
月
張
方
が
京
城
に
入
っ
て
清

明
、
開
陽
の
二
門
を
や
い
た

ιっ
た
え
、
光
照
五
年
(
紀
元

年
)
五
月
劉
曜
ら
の
手
に
よ
フ
て
宮
廟
が
や
き
は
ら
わ
れ
て
し
ま
っ

た。

ζ

の
破
壊
の
の
ち
、

北
規
の
再
興
ま
で
約
二

O
O年
を
要
し
た
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の
で
あ
っ
た
。
* 

* 

* 

規
の
文
帝
責
初
元
年
(
二
二

O
年
)
十
二
月
は
じ
め
て
洛
陽
宮
が
い
と

な
ま
れ
た
。
裳
松
之
は
『
規
志
』
に
注
し
、

こ
の
時
は
北
宮
に
い
た

と
し
て
い

る
。
太
和
三
年
、
宗
廟
を
た
て
た
が
、
翌
四
年
二
月
、
太

停
三
公
に
詔
し
て
文
帝
の
「
典
論
」
を
も
っ
て
石
に
刻
み
、
廟
門
の

北
K
立
て
た
。

ζ

れ
が
説
、の
石
鰹
で
あ
る
。
明
帝
青
龍
三
年
(
二
一
一
一

五
年
)
一
一
一
月
に
は
大
い
に
洛
陽
宮
を
b
さ
め
、
昭
陽
、
太
極
般
を
hs

と
し
、
総
章
観
を
き
歩
い
た
。

ζ

れ
は
南
宮
一に
あ
た
る
。
『
水
鰹
注
』

K
は
明
帝
の
時
、
洛
陽
城
の
西
北
角
K
金
塘
城
を
つ
く
り
、
景
陽
山



に
は
芳
林
園
(
北
識
の
華
林
園
)
お
も
た
T
た
と
と
を
し
る
し
て
い
る
。

、金
靖
城
は
今
い
う
阿
斗
城
で
あ
る
が
『
音
書
』
な
ど
を
よ
む
と
幽
囚

，
の
場
所
と
し
マ
ロ
ン
ド

γ
搭
に
似
た
陰
惨
な
感
じ
を
あ
た
え
る
。
芳

林
圏
内
の
天
淵
池
に
は
文
帝
の
九
筆
台
が
あ
り
、
洛
中
の
故
碑
を
あ

つ
砂
、
池
の
南
に
は
鎮
の
文
帝
の
茅
茨
堂
が
あ
り
、

初
年
聞
に
た
て
た
茅
茨
碑
が
あ
っ
た
。

そ
の
前
に
は
黄

9争

* 

* 

後
漢
光
武
帝
は
建
武
元
年
(
二
五
年
)
十
月
洛
陽
(
後
漢
で
は
錐

陽
と
よ
ぷ
)
に
都
を
さ
だ
め
た
。
『
漢
書
』
高
帝
紀
に
よ
る
と
高
帝
五

年
(
前
二

O
二
年
)
四
月
に
洛
陽
を
都
と
し
「
洛
陽
南
宮
K
置
酒
し

た
」
と
あ
り
、
前
漢
代
に
は
長
安
に
つ
ぐ
と
り
あ
っ
か
い
を
う
け
て

い
た
。
中
元
元
年
(
五
六
年
)
に
は
は
じ
め
て
明
堂
、
盤
台
、
昨
薙

お
よ
び
北
郊
兆
域
を
hs
こ
し
た
。
璽
台
は
閤
教
授
の
い
う
よ
う
に

北
岡
村
の
西
三
九

0
メ
ー
ト
ル

K
あ
る
土
堆
に
あ
て
ら
れ
る
。

『
伽
藍
記
』
で
は
「
(
太
上
公
二
)
寺
東
に
霊
台
一
所
基
壮
あ
り
。
く

タ
る
と
い
え
ど
も
な
必
高
さ
五
丈
徐
あ
り
。
こ
れ
漢
光
武
立
つ
る
所

な
り
L

と
い
っ
て
い
る
。
『
伽
藍
記
』
に
、

つ
2

い
T
「
霊
台
の
東
の
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僻
薬
は
是
れ
一規
の
武
帝
の
た
つ
る
と
と
ろ
の
も
の
、
(
北
説
)
正
光
中

に
至
り
て
明
堂
を
牌
薙
の
西
南
に
フ
く
る
」
と
み
え
、
貌
の
酔
落
、

『
水
鰹
注
』
に
は
卒
昌
門

北
幾
の
明
堂
の
位
置
を
し
め
し

τい
る
。

の
南

Z
P明
堂
(
漢
光
武
中
元
元
年
立
)
の
下
に
水
を
ひ
い
て
い
る
こ

と
を
し
る
し
て
い
る
。

「
明
帝
紀
」
永
卒
三
年
の
僚
に
「
北
宮
お
よ
び
諸
官
府
を
京
師
に

か
こ
ナ
」
と
あ
る
。
班
固
の
「
東
都
賦
」
に
も

且
つ
夫
れ
建
武
の
元
、
天
地
命
を
草
む
。
:
:
:
:
・
永
卒
の
際
に
至

り
て
重
照
累
沿
し
、
三
薙
の
上
儀
を
盛
ん
に
し
、
衰
龍
の
法
服
を

修
む
O
i
-
-
:
:
然
る
に
後
周
の
奮
を
増
し
、
洛
邑
を
修
む
。
是
を
も

っ
て
皇
城
の
内
、
宮
室
光
明
に
し
て
、
関
庭
紳
麗
、
奪
も
と
ゆ
べ

. -83-

か
ら
歩
、
倹
も
修
る
あ
た
わ
や
/
。
外
一は
原
野
に
よ
っ
て
苑
を
つ
く

り
、
流
泉
に
順
フ
て
沼
と
な
し
、
頭
藻
を
設
し
て
魚
を
潜
め
、
聞

や
し
忽

草
を
ゆ
た
か
に
し
て
、
獣
を
鏑
う
。
制
は
梁
都
に
お
な
じ
く
誼
は

霊
固
に
合
ナ
。
「
(
『
文
選
』
念
ご

こ
れ
を
み
る
と
永
卒
年
間
洛
陽
の
宮
室
庭
苑
が
大
い
に
か
と
さ
れ

た
も
の
と
み
え
る
。
た

z
土
城
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
よ
る
記
事
が
な

い
。
「
章
帝
紀
」
元
和
二
年
の
僚
に
「
天
下
に
令
し
て
大
い
に
輔
せ
し

む
こ
と
五
日
、
公
卿
己
下
銭
吊
必
の
/
¥
差
あ
り
。
洛
陽
の
人
の
ま

さ
に
繭
す
べ
き
も
の
布
、
戸
ど
と
に
一
匹
、
域
外
三
戸
ど
と
に
一
匹
」

と
み
え
る
か
ら
城
内
、
城
外
の
別
の
あ
っ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
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る
。
い
ま
閤
文
儒
救
援
の
漢
鵠
洛
陽
城
'
質
測
圃
(
第
4
圃
)
を
み
る
と

東
の
土
城
で
は
韓
旗
村
の
と
こ
ろ
で
、
西
北
K
お
れ
ま
が
り
、
ま
た

南
の
方
で
も
西
南
に
や
ゐ
必
れ
ま
が
っ
て
い
る
。

ζ

の
現
象
は
商
の

土
城
の
南
部
で
も
み
ら
れ
る
の
で
、
も
と
も
と
中
央
に
方
形
に
ち
か

い
城
が
あ
り
、

こ
れ
が
南
北
に
の
ぼ
さ
れ

τ、
い
ま
の
形
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
歩
る
の
で
あ
る
。

『
漢
書
』
地
理

志
向
南
郡
の
僚
に
「
雛
陽
、
周
公
殿
民
を
う
つ
し
て
成
周
と
な
ナ
。

『
春
秋
左
俸
』
昭
公
二
十
二
年
菅
諸
侯
を
荻
泉
に
禽
し
、
其
地
を
も

っ
て
大
成
周
之
城
と
し
敬
王
を
か
ら
し
む
」
と
い
い
、
『
後
漢
書
』
郡

園
志
に
も
同
様
に
停
え
て
い
る
。
こ
の
俸
を
信
歩
れ
ば
、
周
時
の
成

周
よ
り
秦
漢
の
洛
陽
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

班
圏
、
服
度
ら
の
「
霊
泉
は
洛
陽
の
東
北
、
周
の
墓
地
L

と
い
う
言

『
水
経
注
』
に
よ
る
と

を
ひ
き
、

「
今
按
歩
る
に
周
の
威
烈
王
は
洛
陽
城
内
東
北
隅
K
葬
る
。

景
王
家
は
洛
陽
太
倉
中
に
在
り
。
程
泉
は
商
家
の
聞
に
あ
り
」
と
い

っ
て
い
る
。
洛
陽
域
内
東
北
隅
に
は
金
村
の
古
墓
群
が
あ
っ
て
、
そ

の
場
所
は
ほ

r
一
致
ナ
る
。

景
玉
、
威
烈
王
の
家
の
っ
た
え
は
と
も
か
く
と
し
て
、

ζ

の
墳
墓

地
帯
は
周
時
城
内
で
あ
っ
た
と
必
も
わ
れ
歩
、
む
し
ろ
城
北
で
あ
っ

た
ろ
う
。
周
の
成
周
城
は
漢
語
浴
陽
械
の
商
品
T

に
あ
り
、
後
世
と
の

上
に
附
加
し
、

さ
ら
に
北
に
延
長
し
て
現
在
の
形
を
と
る
に
至
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

ζ

の
附
加
が
い
つ
の
時
で
あ

っ
た
か
よ
る
べ
き
充
分
な
資
料
が
な
い
。
こ
れ
は
さ
ら
に
将
来
現
地

後
漢
代
に
「
新

の
調
査
に
よ
っ
て
た
し
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

城
」
と
み
え
る
の
は
、

附
加
し
た
も
の
を
さ
ナ
の
で
あ
ろ
う
。
「
安

帝
紀
」
延
初
元
年
「
新
城
山
泉
水
大
出
」
、
元
初
二
年
「
洛
陽
新
城
地

裂
」
と
あ
る
新
城
は
ζ

れ
で
あ
る
が
、

し
ば
ら
く
疑
い
を
の
と
し

τ

h
u
ζ

う。

さ

τ城
門
は
東
に
上
東
門
、
中
東
門
、
望
京
門
、
北
に
夏
門
、
穀
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門
、
西
に
上
西
門
、
落
門
、
西
明
門
、
南
に
開
陽
門
、
卒
門
、
苑
門
、

ω
 

津
門
の
計
十
二
門
が
あ
り
、

城
門
都
尉
が
こ
れ
を
掌
っ
た
。

『
古
今

注
』
に
は
建
武
十
三
年
に
卒
門
を
聞
い
た
と
い
っ
て
い
る
。
中
に
は

南
宮
と
永
卒
・
年
間
で
き
た
北
宮
が
あ
フ
た
。
『
後
漢
書
』
本
紀
や
五
行

志
を
よ
む
と
火
災
の
た
び
と
と

K
南
北
宮
に
あ
っ
た
殿
署
の
名
が
み

え
る
。
北
宮
で
は
篠
陽
殿
、
永
巷
署
、
永
楽
大
后
官
署
、
白
虎
観
が

あ
り
、
康
義
、
紳
虎
門
は
そ
の
酒
円
で
あ
る
。
南
宮
で
崇
徳
般
、
永

一
幅
殿
、
嘉
徳
殿
、
和
睦
殿
、
雲
台
酸
、
祭
成
殿
、
楊
安
般
、
丙
署
、

玉
堂
な
ど
の
名
が
み
え
る
。
北
宮
の
位
置
は
北
貌
の
皇
城
に

ち
か
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
宮
ば
そ
の
後
]
説
、
管
に
も
ひ
き
つ

雲
台
、



が
れ
た
。

司
水
経
注
』
に
よ
る
と

(
苑
)
門
の
左
は
、
ナ
な
わ
ち
洛
陽
池
の
と
と
ろ
な
り
。
池
の
東
は

も
と
卒
城
門
の
あ
る
と
ζ

ろ
な
り
。
今
塞
り
て
、
北
、
洛
陽
南
宮

に
封
ナ
。
故
に
察
邑
日
う
。
卒
城
門
は
正
陽
の
門
、
宮
と
相
違
る
。

郊
記
法
駕
の
由
り
従
い
出
る
所
。
門
の
最
も
傘
き
者
な
り
。
洛
陽

『

東

の
諸
宮
を
名
づ
け
て
南
宮
と
い
う
。
移
蓋
、
臨
照
蓋
あ
り
。

京
賦
』
に
日
く
。
其
の
南
に
静
門
、
曲
樹
、
邪
阻
、
城
油
あ
り
。

注
に
云
う
。
移
門
は
泳
室
門
な
り
。
阻
は
依
也
。
泊
は
城
下
の
池

な
り
。
皆
屈
曲
邪
行
し
、
城
池
に
よ
り
道
を
つ
く
る
。
故
に
『
読

文
』
に
日
く
。
陸
は
城
池
な
り
。
水
の
あ
る
を
池
と
い
い
、
水
な

き
を
陸
と
い
う
。
移
門
は
す
な
わ
ち
宣
陽
門
也
。
門
内
に
宜
陽
泳

室
る
り

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
南
宮
は
卒
門
を
中
心
の
門
と
し
静
門
(
宣
陽

門
)
の
北
に
ち
か
い
と
こ
ろ
に
あ
る
ζ

と
に
な
る
。

南
の
城
門
外
に
は
畢
圭
、
霊
昆
、
鴻
徳
の
諸
苑
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

桓
帝
の
永
蕎
九
年
七
月
黄
老
を
ま
つ
っ
た
潅
龍
宮
は
『
伽
藍
記
』

K

は
洛
陽
域
外
西
南
の
崇
虚
寺
の
西
に
あ
て
て
い
る
。
ま
た
『
伽
藍
記
』

に
よ
る
と
開
陽
門
の
御
道
の
東
に
漢
の
園
子
皐
堂
が
あ
っ
た
。
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堂
前
に
三
種
の
字
の
石
組
二
十
五
あ
り
。
碑
の
表
裏
に
刻
ナ
る

の
字
ほ
『
春
秋
』
、
『
備
書
』
の
一
部
は
象
‘
科
斗
、
隷
三
種
の
字
を

つ
く
る
。
漢
右
中
廓
察
邑
の
遺
跡
な
り
。
猶
十
八
碑
あ
り
。
徐
は

み
な
残
虫
ナ
。
復
た
石
碑
四
十
八
枚
、
亦
表
裏
隷
書
の
字
な
り
。

『
周
易
』
、
『
尚
書
』
、
『
公
羊
』
、
『
躍
記
』
の
四
、
ま
た
漢
民
平
碑
一
所

-な
ら
び
に
堂
前
に
あ
り
。
貌
の
文
帝
、
「
典
論
」
六
碑
を
つ
く
る
。

太
和
十
七
年
に
至
る
も
猶
存
ナ
。
高
-
組
動
率
里
と
な
ナ
。

こ
れ
は
煮
卒
四
年
に
察
邑
の
し
る
し
た
六
経
文
字
を
太
皐
門
外
に

お
い
た
ζ

と
(
後
漢
書
巻
九
十
察
邑
俸
)
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
貌

の
文
帝
の
ζ

と
は
黄
初
五
年
四
月
「
太
皐
を
立
て
五
経
諜
試
の
法
学
}

制
し
、
春
秋
穀
梁
博
士
を
置
く
」
と
『
規
志
』
巻
二
本
紀
に
み
え
、
明

帝
の
太
和
四
年
文
帝
の
「
典
弘
酬
を
廟
門
の
北
に
た
て
た
ζ

と
が
hu
な

- 85ー

じ
く
本
紀
に
あ
る
の
に
あ
た
る
。

『
水
経
注
』
に
よ
る
と

東
に
一
碑
あ
り
。
こ
れ
漢
の
順
帝
陽
嘉
元
年
立
つ
。
碑
文
に
云

う

「
建
武
二
十
七
年
太
撃
を
造
る
。
年
積
み
致
壌
ナ
。
永
建
六

年
九
月
み
と
と
の
り
し
て
、
太
闘
争
を
修
-b
石
記
を
刻
ナ
。
年、

工

徒
十
一
高
二
千
人
を
用
い
作
る
。
陽
嘉
元
年
八
月
作
り
畢
る
」
。

碑
は
南
面
し
て
煩
を
刻
し
、
表
裏
字
を
鎮
し
て
猶
存
し
て
破
れ
や
〆
。

漢
石
鰹
の
北
に
「
菅
砕
落
行
膿
碑
」
あ
り
。
是
れ
太
始
二
年
立
つ
。
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其
碑
中
折
ナ
。
但
し
世
代
訟
な
じ
か
ら
歩
、
物
も
と
に
と
ど
ま
ら

デ
。
石
経
論
依
し
、
宇
を
存
し
、

こ
わ
れ
る
に
ち
か
し
。

閤
文
儒
教
授
は
洛
水
の
南
「
岡
上
U

が
太
皐
の
遣
社
と
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
か
つ
て
石
経
と
菅
畔
薙
碑
が
出
土
し
、
『
伽
藍
記
』
『
水

経
注
』
の
記
事
と
あ
う
の
で
あ
る
。

後
漢
の
洛
陽
は
献
帝
初
卒
元
年
三
月
董
卓
が
洛
陽
の
宮
廟
か
よ
ぴ

人
家
を
や
い
た
。
輿
卒
二
年
三
月

K
は
李
催
が
宮
室
を
や
い
て
い
る
。

『
後
漢
書
』
董
卓
の
俸
に
よ
る
と

こ
こ
に
か
い
て
天
子
を
西
都
に
遷
ナ
。
初
め
長
安
赤
眉
の
範
に

遭
い
、
宮
室
管
寺
焚
滅
し
て
徐
ナ
と
こ
ろ
な
し
。
こ
の
時
高
廟
京

兆
府
合
あ
る
の
み
。
時
に
便
じ

τ幸
し
、

の
ち
未
央
宮
に
う
つ
る
。

ζ
ζ

に
お
い
て
、

ζ

と
ど
と
く
洛
陽
の
人
数
百
寓
口
・
を
長
安
に
う

つ
ナ
。
歩
騎
駈
壁
、
更
相
踏
籍
し
、
飢
餓
冠
掠
し
て
戸
を
つ
み
、

路
に
み
つ
。
卓
自
ら
畢
圭
苑
中
に
屯
し
、
悉
く
宮
廟
官
府
と
居
家

を
や
さ
、
二
百
皇
内
復
た
矛
遣
な
し
。
ま
た
呂
布
を
し
て
帝
陵
b

そ
の
珍
賓
を
と
る
。

と
い
う
。
惨
た
ん
た
る
光
景
で
あ
る
。
光
武
帝
建
武
十
九
年
修
覆
さ

よ
ぴ
公
卿
巳
下
の
家
墓
を
あ
ば
き
、

れ
た
長
安
の
宮
室
も
赤
眉
の
朝
慨
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、
洛
陽
も
ま
た
董

a

卓
の
た
め
破
壊
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

ζ

こ
か
ら
は
ま
さ
し
く
『
三

園
志
』
の
世
界
で
あ
り
、
強
の
文
帝
必
よ
ぴ
明
帝
の
洛
陽
宮
室
の
侠

復
に
ま
た
・
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
か
っ
た
。

ω水
野
清
一
「
洛
都
永
寧
寺
解
」
(
前
出
)
一
三
一
一
頁
。

ω森
鹿
=
て
努
斡
氏
の
「
北
線
洛
陽
城
園
的
復
原
」
を
許
す
」
(
『
東
方
摩
報
』

京
都
第
二
十
加
)
昭
和
二
十
六
年
。
こ
れ
は
園
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究
所
集
刊
第
二
十
本
に
の
せ
ら
れ
た
第
総
数
授
の
論
文
の
批
評
で
あ
る
。

傍
聡
氏
は
こ
の
論
文
に
北
貌
洛
陽
城
の
復
原
闘
を
の
せ
て
い
る
が
、
こ
れ

K
は
従
う
ζ

と
は
で
き
・
な
い
。

森
鹿
一
二
「
北
貌
洛
陽
城
の
規
模
K
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
十
一
巻

第
四
披
、
昭
和
二
十
七
年
刊
)
は
重
要
な
諭
交
で
あ
る
。

川

w
間
交
儒
「
洛
陽
漠
娩
惰
唐
域
社
勘
査
記
」
一
二
二
頁
。

ω言
。
・
巧
E
H刊
日
、
吋

o
g
z
o同
O
E
F
0
・3
ロ
m-
司・回目

同
後
漢
、
貌
耳
目
、
北
貌
で
は
門
の
名
総
に
多
少
の
費
化
が
あ
る
。

藍
記
』
序
に
そ
れ
を
の
せ
て
い
る
。

制
貌
の
石
経
は
周
公
繭
博
物
館
に
あ
る
。

肋
閤
文
儒
、
前
掲
論
文
、
一
ニ
ニ
頁
。

⑧
向
上
二
三
一
頁
。
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『
洛
陽
伽

洛
陽
按
郭
の
設
展
と

惰

唐

長

安

按

闇
文
儒
教
授
の
調
査
を
も
と
に
し
て
、
北
説

よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
漢
魂
音
の
洛
陽
の
復
原

を
と
こ
ろ
み
た
。
と
の
場
合
『
洛
陽
伽
藍
記
』
hc
よ
ぴ
『
水
盤
注
』
は
重

要
な
費
料
で
、
漢
語
菅
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
北
舗
の
も



の
を
ま
タ
明
ら
か
に
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
幸
い
北
規
城
内
の
プ
ラ

ン
は
、
閤
教
授
の
漢
説
洛
陽
賓
測
固
に
わ
り
つ
け
て
い
く
と
と
が
可

能
で
あ
り
、
ま
た
従
来
復
原
の
企
て
ら
れ
る
ζ

と
の
な
か
っ
た
城
東
、

城
南
、
城
西
の
篠
坊
も
ト
レ
ー
ス
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
詳
細

に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
あ
ら
た
め
て
護
表
し
た
い
と
考
え
る
。

い
古
Am

そ
の
特
長
を
あ
げ
る
と
、

1 

宮
室
は
内
城
の
北
よ
り
に
あ
り
、
中
央
の
道
路
を
は
さ
ん
で

東
西
に
篠
坊
を
わ
か
っ
て
い
る
と
と
。

2 

外
郭
K
洛
陽
大
市
hw
よ
び
小
市
が
、
東
西
ほ
ほ
相
封
照
ナ
る

地
貼
に
あ
る
こ
と
。

な
と
、
後
に
惰
唐
長
安
城
の
形
に
護
展
ナ
ベ
き
原
型
を
ふ
く
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

『
周
櫨
』
考
工
記
匠
人
に
は
「
方
九
里
芳
三
門
、

左
組
右
社
、
面
朝
後
市
」
と
み
え
る
が
、
北
貌
の
洛
陽
城
は
、

方
九
星
な
ら
ざ
る
貼
を
の
ぞ
け
ば
、

こ
の
原
則
に
な
ら
っ
て
い
る

よ
う
に
訟
も
わ
れ
る
。
皇
城
の
北
に
金
市
の
あ
る
の
は
「
後
市
L

と

い
う
原
則
の
た
め
b
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
の
臨
後
漢
の
洛
陽
が

『
周
躍
』
考
工
記
の
制
K
と
れ
程
よ
っ
て
い
る
か
は
今
後
の
問
題
で

あ
る
。
前
漢
の
も
の
を
ひ
き
つ
い
だ
貼
か
ら
い
っ
て
も
、
南
、
北
の
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二
宮
が
あ
る
熱
か
ら
い
っ
て
も
、
北
親
代
の
如
く
果
断
な
都
市
計
董

が
行
わ
れ
・
な
か
っ
た
う
ら
み
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

周
に
は
じ
ま
り
、
漢
よ
り
説
、
高
田
を
へ
て
北
競
へ
の
十
数
世
紀
の

あ
ゆ
み
は
、
洛
陽
の
都
城
の
制
度
を
・
次
第
に
完
備
し
、
惰
唐
長
安
城

の
原
型
を
準
備
し
た
。
わ
が
卒
城
京
を
は
じ
め
東
亜
諸
園
の
都
城
の

制
度
に
多
く
の
感
化
を
あ
た
え
た
唐
長
安
城
の
都
制
は
、

一
日
に
し

て
な
ら
ぬ
ζ

と
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

洛
陽
を
め
ぐ
る
漢
膏
の
墳
墓

洛
陽
は
漢
六
朝
を
通
じ
、
首
都
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
歩
、
洛
水
の
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卒
野
に
洛
陽
、
一
阿
南
の
二
城
が
あ
り
、
人
口
産
業
と
も
股
賑
を
き
わ

め
て
い
た
た
砂
、
帝
王
を
は
じ
め
と
ナ
る
墳
墓
も
ま
た
都
城
と
と
も

K
嘗
時
の
粧
舎
と
生
活
を
か
た
る
有
力
な
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
長
安
附
近
の
前
漢
の
陵
墓
が
そ
の
所
在
と
規
模
が

ほ
ほ
し
ら
れ
て
い
る
の
に
針
し
、
後
漢
の
陵
墓
は
い
ま
だ
充
分
に
調

査
さ
れ
た
も
の
が
な
い
。
規
耳
目
の
陵
墓
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

新
中
園
の
成
立
以
後
洛
陽
の
護
展
が
西
郊
K
の
び
た
た
め
に
、
幸
い

そ
の
方
面
で
裂
見
さ
れ
た
漢
墓
が
少
く
な
い
。
焼
溝
で
は
文
物
管
理

委
員
舎
の
特
別
な
調
査
を
へ
た
の
で
あ
る
。
焼
務
の
漢
墓
は
い
ま
だ

詳
し
い
報
告
が
な
い
が
、
澗
河
の
東
西
に
わ
た
る
地
域
の
も
の
に
つ
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い
て
は
、
二
三
報
告
が
あ
り
、
私
ど
も
も
金
谷
園
で
考
古
研
究
所
に

よ
る
漢
墓
誕
掘
を
見
皐
ナ
る
ζ

と
が
で
き
た

の
で
、

こ
れ
を
中
心
に

あ
ら
ま
し
の
紹
介
を
こ
と
ろ
み
よ
う。

金
谷
園
は
さ
き
に
の
べ
た
東
周
の
土
城
が
渡
見
さ
れ
た
場
所
で
あ

る
が
、

ζ

の
近
く
の
工
場
建
設
に
と
も
な
っ
て
ま
ナ
地
下
に
ボ
ー
リ

ン
グ
を
か
ζ

な
っ
て
墓
の
所
在
を
た
し
か
め
た
の
で
あ
る
。
ボ
l
リ

ン
グ
に
は
洛
陽
鍵
と
い
う
道
具
を
用
い
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

墓
墳
の
範
囲
、

ふ
か
さ
、
ま
た
は
ほ
ぼ
年
代
を
も
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
私
と
も
の
み
た
時
は
漢
墓
が
一
一
一
つ
で
て
か
り
、

そ
の
二
つ

は
空
堵
墓
で
あ
っ
た
。
空
埠
墓
は
地
下
八
J
九
メ
ー
ト
ル
に
垂
直
に

墓
墳
を
ほ
り
、
空
埼
で
墓
室
を
つ
く
る
。
墓
室
の
北
に
左
右

K
小
室

を
つ
く
る
。
鏡
、
瓦
製
明
器
(
か
ま
ど
)
陶
器
、
ナ
タ
り
な
ど
が
あ
っ

た
。
空
埠
を
用
い
な
い
も
の
は
地
下
七
メ
ー
ト
ル
、

ほ
り
ぬ
き
の
墓

室
で
瓦
製
明
器
(
か
ま
と
、
困
)
を
み
る
ζ

と
が
で
き
た
。
墳
丘
も

み
と
め
え
な
い
扶
況
で
あ
っ
た
。
前
漢
に
あ
て
ら
れ
る
と
い
う
。

一
九
五
三
年
五
刃
渡
掘
さ
れ
た
澗
河
堤
防
上
の
一
回
統
墓
は
簿
榔

墓
で
あ
る
。
前
室
と
後
室
(
主
室
)
よ
り
な
り
こ
の
後
方
は
空
埼
で

わ
か
っ
て
い
る
。
後
室
は
さ
ら
に
左
右
の
側
室
が
あ
る
。
四
棺
あ
っ

て
二
絡
は
主
室
、
一
一
棺
は
側
室
、
一
棺
は
前
室
に
あ
っ
た
。
出
土
品

に
は
内
行
花
文
昭
明
鏡
、
清
白
鏡
、
方
格
規
短
鏡
、
瓦
製
明
器
(
か

ま
ど
、
倉
、
猪
圏
、
犬
、
耳
杯
、
金
、
案
な
と
)
、
五
録
、
貨
泉
、

小
泉
直
一
、
貨
布
、
石
臼
な
と
が
で
て
い
る
。
か
ま
ど
に
は
鍛
釜
と

瓦
甑
が
か
か
っ

τい
た
。
出
土
の
鏡
、
貨
幣
か
ら
考
え
て
、
す
く
な

く
も
後
漢
初
年
以
前
に
あ
て
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

澗
河
の
西

K
あ
た
る
澗
西
一
六
工
区
で
は
、

一
九
五
五
年
河
南
省

文
物
工
作
第
二
除
の
手
K
よ
っ
て
周
漢
呂
田
よ
り
唐
宋
代
の
墓
の
調
査

が
必
ζ

な
わ
れ
た
。
と
こ
の
漢
墓
に
は
竪
穴
墓
、
土
旗
洞
室
墓
、
埼

間
洞
室
墓
の
三
つ
の
方
式
が
あ
る
。
竪
穴
墓
は
四
個
、
長
方
形
を
な
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し
、
な
が
さ
二
メ
ー
ト
ル
、

は
ば

0
・
八
メ
ー
ト
ル
、

ふ
か
さ
二
メ

ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。

ζ

れ
に
は
小
児
骨
を
い

れ
た
蜜
棺
や
、
長
さ

一
・
一
八
メ
ー
ト
ル
の
陶
棺
を
い
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

副
葬
品
と

し
て
は
陶
器
、
彩
陶
馬
、
備
が
あ
る
。
土
簸
洞
室
墓
は
六
個
、
長
方

形
の
傾
斜
を
し
た
墓
道
と
墓
室
を
地
下
に
ほ
り
こ
む
。
五
八
時
肌
墓
が

二
人
合
葬
で
あ
る
ほ
か
ナ
ベ
て
一
人
を
葬
る
。
陶
器
の
ほ
か
瓦
製
明

器
(
か
ま
ど
、
倉
井
戸
、
産
、
銀
斗
、
方
盤
、
圃
盤
、
難
、
犬
な
ど
)

が
あ
る
。
五
鉢
銭
が
一

O
O枚
ほ
と
出
た
。

ζ

れ
は
後
漢
の
も
の
だ

と
い
っ
て
い
る
。
場
室
墓
は
四
基
、
墓
道
、
墓
室
を
埼
で
つ
く
っ
た

も
の
で
、
陶
器
の
ほ
か
、
鏡
、
瓦
製
明
器
(
か
ま
ど
、
井
戸
、
壷
、
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文
系
J

同

銭
斗
、
方
盤
、
圃
盤
、

狗
、
難
、
猪
な
だ
』
)
、

湾
機
が
あ
っ
た
。

漢
墓
副
葬
ロ
聞
に
よ
る

二

三

の

問

題

i洛陽澗東M4披墓出土陶倉

焼
務
出
土
の
も
の
は

考
古
研
究
所
洛
陽
工
作

姑
に
陳
列
さ
れ
て
い
て
、

な
か

K
興
味
の
あ
る
も

の
も
少
く
は
・
な
か
っ
た
。

M
八
二
競
墓
は
一
九

第5圃

五
三
年
護
掘
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
小
形
日

紬光
陶鏡
鍾.
の彩
ほ織
か陶
瓦鍾
製
明綜

器
(
か
ま
と
、
井
戸
、

倉
)
が
あ
る
。
前
漢
末

年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

焼
務
で
は
別
に
建
寧

年
(
紀
元
一
七

O
年
v
、
初
卒
元
年
(
紀
元
一
九

O
年
)
の
墨
書
銘
の

あ
る
陶
鎮
が
で
て
い
る
。
か
か
る
紀
年
銘
の
あ
る
遺
物
の
出
土
に
よ

り、
ー漢
代
遺
物
の
様
式
の
鍵
遷
も
よ
り
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ

高
ノ
。

洛
陽
澗
東
M
四
競
塾
は
一
九
五
四
年
調
査
を
み
た
も
の
で
彩
絵
の

置
、
瓦
製
明
器
(
鼎
、
鍾
、
井
戸
、

か
ま
と
)
な
ど
が
あ
る
が
、

お‘

も
し
ろ
い
の
は
倉
(
園
)
に
「
奏
蔦
石
」
「
豆
蔦
石
」
「
来
高
石
」
「
肺
寓

石
L

「
粟
高
石
」
の
朱
書
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
(
第
5
圃)。

ζ

の
種
の

資
料
は
周
公
廟
の
博
物
館
に
も
あ
っ
て
、

こ
れ
は
「
大
安
高
石
」
「
小

-89-

「
莱
高
石
」

「
蹴
高
石
」

豆
高
石
」
「
稜
米
」
「
来
米
」
「
稲
種
高
石
L

ζ

れ
は
嘗
時
栽
培
さ
れ
て
い
た
穀
物
の
種
類

と
し
る
さ
れ
マ
い
る
。

を
し
め
ナ
も
の
で
、
将
来
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
が
期

待
さ
れ
る
。

ω郭
費
鈎
「
洛
陽
三

O
、

九
五
五
|
一

O
)。

ω河
南
省
文
物
工
作
第
二
除
「
浴
陽
澗
西
一
六
工
区
後
掘
術
報
」
(
『
考
古
泡

訊
』
一
九
五
七
|
一
二
)
。

ω中
園
料
皐
院
考
古
研
究
所
洛
陽
凌
掘
像
(
郭
費
鈎
等
)
「
洛
陽
澗
演
古
文
化

遣
社
及
漠
墓
」
(
『
考
古
察
報
』
一
九
五
六
|
こ
。

一
四
時
肌
漠
墓
褒
掘
簡
報
」
(
『
文
物
参
考
資
料
』
一
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洛
陽
附
近
の

膏

墓

漢
代
に
ひ
き
つ
づ
く
魂
の
も
の
と
明
ら
か
に
わ
か
る

墳
墓
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
三
年
よ
り
五
五
年

に
い
た
る
護
掘
で
、
音
墓
と
み
と
め
ら
れ
る
も
の
が
五
四
基
調
査
せ

ら
れ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

出
土
口聞の

一
部
は
洛
陽
周
公
廟
で
見
皐

ナ
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
者
に
よ
る
と
そ
の
分
布
は
「
城
北
」
「城

西
」
「
澗
西
」
の
三
匪
で
あ
る
が
、
城
と
い

う
の
は
現
在
の
洛
陽
城
を

さ
ナ
か
ら
ナ
べ
て
耳
目
代
洛
陽
城
の
西
に
あ
た
る
。

こ
の
五
四
基
に
は
竪
穴
墓
と
洞
室
墓
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
は
四

基
、
後
者
は
王

O
基
を
か
ぞ
え
る
。

洞
室
基
は
地
下
に
墓
道
と
墓
室

を
ほ
り
と
ん
だ
も
の
で
、
小
さ
な
も
の
は
墓
道
も
し
く
は
入
口
の

部
を
埼
で
き
やJ
く
に
ナ
ぎ
な
い

が
、
大
形
の
も
の
は
墓
室
を
ナ
ベ
て

埼
で
き
や
ノ
く
。
第
二
十
二
放
基
が
二
室
よ
り
な
る
外
は
ナ
ベ
て
車
室

で
あ
る
。
墓
室
内
K
は
遺
骸
な
ら
び
に
副
葬
品
が
b
さ
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
と
の
・
な
か
に
墓
誌
が
あ
っ
て
、

ほ
ほ
年
代
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
一
一
腕
墓

太
康
八
年
(
二
八
七
)
「
膏
故
中
郎
ィ
、
町、」

第
八
続
墓

元
康
九
年
(
二
九
九
)

第
二
十
二
競
基
冨
田
賀
后
乳
母
美
人
徐
氏
(
女
)

永
寧
二
年
(
三

O
二
)

菅
前
向
書
郎
北
地
停
宣
故
命
婦
孫
世
蘭
(
女
)

遺
骸
は
木
棺
に
hu
さ
め
ら
れ
、
三
者
合
葬

一
、
二
者
合
葬
八
、
皐

葬
一
八
で
、
二
十
二
披
墓
は
二
子
と
合
葬
し
た
こ
と
を
-
記
し
て
い
る
。

出
土
の
遺
物
は
陶
器
、
瓦
製
明
器
、
鏡
、
装
身
具
な
と
で
、
陶
器
K

は
無
粕
瓦
質
の
双
耳
査、

四
耳
査
の
ほ
か
、
越
州
窯
の
破
片
と
お
も

わ
れ
る
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
瓦
製
明
器
に
は
武
人
、
婦
人
の
備
、

馬
、
犬
、
難
、

一
角
獣
、
牛
車
、
燈
、

か
ま
ど
な
ど
が
あ
り
、
人
物

動
物
の
表
現
は

い
さ
さ
か
生
硬
で
あ
る
が
、
そ
の
組
合
せ
は
漢
様
式

を
か
そ
っ
て
い
る
。
か
ま
ど
の
形
式
も
ま
た
漢
様
式
に
属
ナ
る
。
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鏡
は
ナ
ベ
て
二
十
四
面
、
内
行
花
文
日
光
鏡
、
内
行
花
文
昭
明
鏡
、

内
行
花
文
長
宜
子
孫
鏡
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
、
半
園
方
形
帯
紳
獣
鏡
、

要
鳳
鏡
、
位
至
三
公
鏡
な
ど
が
あ
る
。

位
至
三
公
鏡
は
八
面
で
と
れ

が
一
番
多
か
っ
た
と
い
う
。
位
至
三
公
鏡
を
の
ぞ
く
と
前
漢
、
後
漢

の
も
の
が
あ
り
、
な
か
に
は
三
百
年
以
上
も
俸
世
さ
れ
た
と
考
え
る

ほ
か
の
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
の
は
興
味
が
あ
る
。
と
こ
で
注
意

す
べ
き
は
わ
が
古
墳
時
代
前
期
の
古
墳
よ
り
盛
ん
に
出
土
ナ
る
一
一
一
角

縁
紳
獣
鏡
が
一
面
も
な
い
と
と
で
あ
る
。

装
身
具
の
中
K
は
第
二
十
六
競
墓
よ
り
出
た
帯
鈎
と
第
二
十
四
競

基
よ
り
出
た
帯
金
具
が
あ
る
。
帯
金
具
は
龍
を
き
り
出
し
た
鈎
具
と
、



描
閣
に
附
け
る
金
具
の
二
つ
が
あ
り
、

い
や
ノ
れ
も
鍍
金
を
ほ
ど
と
し
て

い
る
。

ζ

れ
は
わ
が
奈
良
幌
北
葛
城
郡
馬
見
村
大
塚
、
新
山
古
惜
判
と

圃
)
。

同
巧
で
、
同
一
の
製
作
者
の
手
に
な
る
と
さ
え
必
も
わ
れ
る
(
第
6

ζ

れ
に
近
い
も
の
は
贋
東
大
万
山
の
東
墨
田
大
寧
二
年
(
三
二
四

年
)
場
基
よ
り
出
土
し
た
と
と
が
あ
っ
た
。
洛
陽
K
L
P
け
る
出
土
古

3ω 

墓
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
菅
武
帝
の
泰
始
二
年

(
二
六
六
年
)
に
倭
人
の
来
貢
を
し
る
し
、
ま
た
元
康
元
年
(
二
九
一

第6園 洛陽膏墓 (4.5) .;l>、よぴ奈良県系大塚

新山古墳出土帯金具(1.2. 3) 

年
)
東
夷
十
七
園
が
東
夷
校
尉
に
内
附
し
て
い
る
。

年
(
一
一
二
三
年
)
に
祭
浪
帯
方
郡
が
ほ
ろ
ぴ
た
。
こ
れ
を
も
っ

て
直
ち
に
佐
味
回
新
山
古
墳
出
土
の
年
代
を
に
わ
か
に
断
定

建
輿
元

ナ
る
に
は
至
ら
な
い
が
、
上
代
の
日
中
交
渉
を
示
ナ
重
要
な

資
料
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ω河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
第
二
除
「
洛
陽
膏
墓
的
裂
掘
L

(
『
考
古
血
干
報
』
一
九
五
七
|
一
)

ω梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
の
研
究
』
大
正
十
年
刊
。

ω胡
肇
椿
「
庚
州
市
西
郊
大
刀
山
晋
塚
渡
御
報
告
」
(
『
孜
古
皐
雑

誌
』
創
刊
競
)
民
園
廿
一
年
刊
。

ζ

の
種
、
帯
金
具
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
も
の
に
、
樋
口
隆
康
「
東

亜
に
お
け
る
鯵
幣
金
具
と
そ
の
文
化
的
意
義
」
(
『
史
林
』第一一一

十
三
巻
、
第
三
城
、
昭
和
二
十
五
年
刊
)
を
み
よ
。

- 91ー

.晶-，、

ぉ、

わ

り

Yに

以
上
を
も
っ
て
漢
代
を
中
心
に
し
た
長
安
、
洛
陽
の
案
内
を

b
わ

る
。
漢
代
に
は
幸
い
に
『
史
記
』
『
漢
書
』
を
は
じ
め
文
献
も
豊
富
で
、

政
権
の
推
移
や
各
地
の
情
勢
の
大
陸
を
了
解
ナ
る

K
た
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
近
時
に
い
た
る
ま
で
そ
の
物
質
文
化
は
全
く
う
か
が
う
を
得

歩
、
祭
浪
、
遼
東
な
と
の
逃
郡
の
調
査
よ
り
推
測
す
る
に
と
ど
ま
っ
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た
。
長
安
、
洛
陽
は
比
較
的
記
述
も
精
細
で
あ
り
、
ま
た
遺
構
の
年

代
も
明
ら
か
で
、
そ
の
調
査
は
漢
代
考
古
事
k
b
け
る
有
力
な
基
準

た
る
を
失
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
近
時
漢
帝
園
版
圏
内
の
郡
勝
の
遺
跡
が
豊
富
に
見
出
さ
れ

た
ζ

と
は
注
意
ナ
べ
き
で
あ
る
。
本
誌
に
は
杉
本
憲
司
、
狩
野
直
頑

氏
に
よ
る
漢
代
の
遺
跡
地
名
表
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
も

の
は
嘗
時
の
郡
牒
と
一
致
し
、

そ
の
出
土
品
か
ら
み
て
多
く
は
嘗
時

の
地
方
官
僚
土
紳
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
内
容
か
ら
み

る
と
長
安
、
洛
陽
に
か
い
て
行
わ
れ
た
も
の
と
軌
を
一
に
し
た
も
の

が
あ
り
、
漢
代
の
上
層
文
化
が
郡
牒
を
通
じ
て
地
方
に
ひ
ろ
ま
っ
て

い
く
様
を
看
取
し
う
る
。
ま
た
同
時
に
嘗
時
一
般
の
生
活
を
も
反
映

ナ
る
も
の
が
あ
り
、
か
か
る
考
古
拳
資
料
に
も
と
づ
い
て
嘗
時
の
生

活
を
復
原
す
る
に
た
る
ば
か
り
で
な
く
、
正
史
を
あ
む
こ
と
さ
え
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

南
漢
四
百
年
の
問
、

そ
の
周
溢
の
地
域
で
は
石
器
の
使
用
の
段
階

日
本
朝
鮮
な
と
の
諸
園
も
統
一
園

に
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
少
く
な
く
、

家
と
し
て
い
ま
だ
登
場
し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
間
、
さ
ら
に
ひ

き
つ
づ
き
直
接
、
も
し
く
は
間
接
に
漠
帝
園
の
高
度
の
銭
器
文
明
の

感
化
を
う
け
た
こ
と
は
い
う
を
も
ち
い
な
い
。
こ
の
貼
、
ゲ
ル
マ
ン

諸
園
に
針
ナ
る
ロ

l
マ
帝
園
の
役
割
に
も
比
ナ
ぺ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。

今
日
そ
の
故
地
に
訟
け
る
調
査
の
百
尺
竿
頭
一
歩
を
ナ
ナ
め
た
こ
と

は
こ
の
聞
の
事
情
に
も
将
来
大
き
な
貢
献
を
ナ
ぺ
き
と
と
は
信
じ
て

疑
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

漢
六
朝
K
ひ
き
つ
づ
き
惰
唐
の
長
安
、
洛
陽
も
し
だ
い

K
調
査
せ

ら
れ
て
訟
り
、
私
と
も
も
幸
い
そ
の
一
端
を
見
皐
ナ
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
様
子
は
ま
た
機
舎
を
改
め
て
紹
介
ナ
る
こ
と
に
し
て
、
本
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稿
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
(
一
九
五
七
年
九
月
)

〔
補
稿
〕

1

西
安
、
洛
陽
の
遺
跡
の
所
在
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
、
従
来
の
地
闘

を
も
と
に
し
て
『
考
古
皐
報
』
『
考
古
逝
訊
』
『
文
物
参
考
資
料
』
な
と
を
参

照
し
て
要
園
を
作
製
し
て
み
た
(
第
1
圏
、
第
3
圏
)
。
今
後
さ
ら
に
訂
補
を

加
え
て
い
き
た
い
と
訟
も
っ
て
い
る
。

2

西
安
の
漢
長
安
城
に
つ
い
て
は
玉
仲
殊
氏
が
最
、
近
『
考
古
道
訊
』
一
九

五
七
|
五
に
「
漢
長
安
城
考
古
工
作
的
初
歩
収
穫
」
と
い
う
報
告
を
公
に
し

て
い
る
。
源
域
、
直
城
、
西
安
門
の
護
掘
に
つ
い
て
も
し
る
し
て
沿
弘
、
参

照
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
ナ
る
。
(
一
九
五
七
年
十
月
)



were excavated from one and the same tomb. Though the handing down 
to the posterity of ceremonial vessels was an established practice， it will 
be still an interesting problem to explore why such bronzes which had 
been handed down for generations were buried in the tomb. 

Ch'ang-an長安 andLo-yang洛陽 inthe Time of Han漢

Takashi Okazaki 

The site of Ch‘ang.an in the suburbs of present Si.an西安 wasthe 
capital under Former Han， Sui 惰 andT'ang唐，while that of Lo，yang 
outside of present Lo.yang was the capital under Later Han， Wei競， ChiI1晋
and Northern Wei. These two ancient cities played a big role in the 
making of Chinese civilization after the Chou周 period，and especially 
during the period of four hundred years of Former and Later Han they 
played a similar role in the East to that of Rome in the West. After 
the Revolution a branch of the Institute of Archeology have been set up 
at Si-an and Lo-yang， and they are making study of the sites which have 
been discovered in the proc白 sof construction work. With regard to the 
Ch‘ang-an of Han its three gates， the Chih-ch'eng，直城 thePa・ch'~ng 爾城
and the Si-an-chも19，have been excavated， while excavations at Honan-
hsien-ch'eng， of Han， which is thought to have been the site -of the 
Chou palace， have been made， and the plan of the 1心-yangof Han and 
Wei to the east of the pr白enttown has been identified. The result of 
the excavations coincide with the plan of Lo-yang during the， period from 
Han to Northern Wei， which has been reconstructed by historicai records. 

The Rice Found in a Han漢 Grave

Sasuke Nakao 

Fra.gments of rice spikelets found in a grave of the Han dyrtasty 
(location LS. M 82': 59) are studied. The fragments consist of the G，uter 
glume， the inner glume and the tachilla of rice s如何lets，and all the 
kernels vahished even inside the closed flowering glumes. The fragments 
have become white， and seem to have a waxy structure. The microscopi-
cal texture of the glumes are well preserved. The spikelets do not bear 
awns. The length of spikelet is 8.5 mm (oI1e perfett sample) and 8.8 mm 
(a mean of four samples)， 3.9 mm in width 2.2 in the ratio of length 
a，nd width. These figures are examined in comparison with those found 
iri many places in Asia. The author concludes that the rice in the 
Han period was more similar to that of pr白entday southern'Asia (India) 
than to that of ]apan， Okinawa a'nd Korea. The Han rice seems to belong 
to Oryza sativa Var indic'a. 
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漢長安城来央官の遠望1. 陽

3. 西安大雁塔
(考古研突所西安分室よりのぞむ)
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現在の洛陽城内5. 洛陽白馬寺の塔4. 


